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新
そ
ば
の
魅
力
は
喉
越
し

と
香
り
で
す
ね
。

　

以
前
は
北
海
道
産
の
そ
ば

粉
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、

数
年
前
か
ら
地
元
産
に
切
り

替
え
ま
し
た
。
地
元
の
粉
で

そ
ば
を
打
っ
て
地
産
地
消
す

る
の
が
念
願
だ
っ
た
ん
で
す
。

量
が
た
く
さ
ん
採
れ
る
よ
う

に
な
り
、
味
も
ほ
か
に
引
け

を
取
り
ま
せ
ん
。

　

我
々
そ
ば
屋
も
互
い
に
情

報
交
換
し
な
が
ら
腕
を
磨
い

て
い
ま
す
。
同
じ
そ
ば
粉
を

使
っ
て
い
て
も
味
は
そ
れ
ぞ

れ
違
う
の
で
食
べ
比
べ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

新そばの喉越しと香りを楽しんでください

　新型コロナウイルス感染症の影響で、市内の漁港に水揚げされる地魚や鶴岡産そば粉の需
要が低迷し、本市の農業や漁業は大変厳しい状況になっています。また、飲食店などの利用
もまだまだ回復していません。
　このため市では国の補助事業等を活用し、事業規模が総額9,000万円に及ぶ、地魚と鶴岡
産そばの消費拡大キャンペーンを合計160店以上の飲食店・旅館等の参加を得て開催します。
　地元産の新鮮でおいしい食材で作った料理をお店で食べて、ユネスコ食文化創造都市であ
る鶴岡の豊かな食を楽しみながら、農業や漁業、飲食業を市民みんなで応援しましょう。

　新そばまつり期間中（11月23日○月まで）に
各協賛店で2,000円以上の食事をした方に、抽
せんで在来作物の漬物などをプレゼントします。
　また、協賛店で食事をした方にその店舗で
11月24日○火から12月27日○日まで使える割引券
を進呈します。
　協賛店や事業の詳細は、市ホームページ等で
確認できます。

※ 抽せん券・割引券はなくなり次第終了。割引券の配
付は一部実施していない店舗があります。

Ａ賞 Ｂ賞 Ｃ賞

鶴岡の在来作物の漬
物セット

鶴岡産の餅 私のイチオシ！つる
おか名物コンテスト
受賞商品

期　間 12月31日○木まで

問合せ　本所農政課☎25‐2111内線553

庄内そば麦きり研鑽会
会長

菅原 原 さん

　

そ
ば
は
昼
夜
の
寒
暖
差
が

あ
る
と
お
い
し
く
育
ち
ま
す
。

鶴
岡
は
新
そ
ば
が
実
る
秋
の

寒
暖
差
が
大
き
く
、
き
れ
い

な
水
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
な

ど
、
良
い
そ
ば
を
作
る
環
境

が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
栽
培
方
法
を
研
究

す
る
農
場
が
市
内
各
地
に
あ

り
、
よ
り
品
質
の
高
い
そ
ば

を
作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

農
家
が
協
力
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

鶴
岡
で
は
、
県
内
で
広
く

作
付
け
さ
れ
て
い
る
品
種

「
で
わ
か
お
り
」
の
ほ
か
、
私

が
住
ん
で
い
る
宝
谷
地
区
で

は
令
和
元
年
に
デ
ビ
ュ
ー
し

た
「
で
わ
宝
」、
越
沢
地
区

で
は
在
来
作
物
の
「
越
沢
三

角
そ
ば
」
が
栽
培
さ
れ
て
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
風
味
が
異
な

り
ま
す
。

　

農
家
が
丹
精
込
め
て
作
っ

た
そ
ば
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
く

だ
さ
い
。

農家が協力しておいしいそば作りに取り組んでいます

そば処鶴岡振興協議会
会長

森 薫 さん

新そば

　一部協賛店や市内量販店など
で、鶴岡産そば粉を使ったテイ
クアウト用そばを販売します。
　１年の締めくくりに鶴岡産そ
ばを味わってはいかがですか。

12月28日○月～31日○木

※ 販売が29日○火以降になる店舗が
あります。

抽せんで30人にプレゼント！
21
協賛店

店
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水
産
物
の
卸
売
業
を
営
ん
で

い
ま
す
。
鶴
岡
で
は
昔
か
ら
旬

の
も
の
を
食
べ
る
の
が
当
た
り

前
で
、
季
節
外
れ
の
魚
を
仕
入

れ
る
と
猫
が
ま
た
ぐ
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
で
し
た
。
目
利
き
の
漁

師
や
仲
買
人
、
料
理
人
な
ど
が

た
く
さ
ん
い
る
の
で
、
い
い
魚

が
出
回
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

東
京
の
料
理
店
な
ど
に
出
荷

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
と
て

も
評
価
が
高
く
喜
ば
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
改
め
て
地
魚
の
良

さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

庄
内
浜
で
獲
れ
る
地
魚
の

中
で
最
も
特
徴
的
な
の
は
い

そ
場
の
魚
で
す
。
県
外
か
ら

仕
入
れ
た
魚
よ
り
も
ず
っ
と

こ
く
が
あ
り
ま
す
。
獲
れ
立

て
を
刺
身
に
す
る
と
身
が
締

ま
っ
て
い
て
格
別
で
す
。

　

最
近
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

が
変
わ
っ
て
き
て
、
手
の
込

ん
だ
魚
料
理
を
作
る
の
は
大

変
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お

店
に
来
て
地
魚
の
お
い
し
さ

を
た
ん
の
う
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
が
、
家
庭
の
食
卓
に
も

っ
と
魚
料
理
が
並
ぶ
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

地魚のおいしさをお店でたんのうしてください

目利きが選んだ魚を食べてほしい

　飲食店・旅館等による旬の地魚（マダイ、ハ
タハタ、ズワイガニ等16種）の調達を支援し
ます。これにより、地魚料理の充実や、お店独
自のサービス企画が予定されています。
　さらに、地魚料理を食べた方に月山ワイン関
連商品等をプレゼントします。

◀ このデザインの、のぼり・ポスタ
ー・ステッカーが参加店の目印。
参加店や事業の詳細は、鶴岡食文
化創造都市推進協議会のホームペ
ージ等で確認できます。

ワイン染めシルクスカ
ーフ&月山ワイン１本
（特別限定セット）

ワイン染めシルクスカ
ーフ&鶴岡７酒蔵の日
本酒１本（特別限定セ
ット）

私のイチオシ！つるお
か名物コンテスト受賞
商品詰合せセット

Ａ賞 Ｂ賞 Ｃ賞

◀

期　間 12月27日○日まで

問合せ　本所農山漁村振興課☎25‐2111内線559、本所食文化創造都市推進課☎内線528

　

庄
内
浜
は
１
年
を
通
し
て

い
ろ
ん
な
種
類
の
お
い
し
い

魚
が
獲
れ
ま
す
。
潮
の
流
れ

が
速
い
の
で
、
泳
ぐ
魚
の
身

が
締
ま
っ
て
味
が
良
く
な
る

ん
で
す
。

　

水
温
が
下
が
る
と
、
魚
は

餌
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
栄
養

を
蓄
え
よ
う
と
す
る
の
で
、

今
の
時
期
は
脂
が
の
っ
て
さ

ら
に
お
い
し
く
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
魚
の
お
い
し
さ

で
一
番
大
切
な
の
は
何
と
言

っ
て
も
生
き
の
良
さ
。
ぜ
ひ

地
元
で
獲
れ
た
新
鮮
な
魚
を

食
べ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

生きのいい魚が一番おいしい

山形県機船底曳網漁業協議会
会長

飛塚 裕実 さん

鶴岡No.1次世代料理人決定戦
初代グランプリ
齋藤 翔太 さん

㈱手塚商店
代表取締役社長
手塚 太一 さん

ハタハタ焼き

抽せんで2,300人にプレゼント！
140
参加店

約 店



　 

山形県トラック協会
庄内支部副支部長
森屋　宏樹  さん

　トラック運送業界は、コロナ禍でも国民
生活と経済のライフラインとして、物流が
止まらないよう奮闘しています。しかし、
県境を越えて移動するトラックドライバー
への偏見があり、４月に関係箇所に偏見を
なくすようお願いしました。今は医療機関
や公共交通機関の従事者、福祉関係者と共

に、日常生活に必要不可欠な仕事をする「エ
ッセンシャルワーカー」と表現されるよう
になりましたが、残念ながら、いまだドラ
イバーに対する偏見が存在します。ドライ
バーは、コロナ禍であっても必死の覚悟で
荷物を届けています。どうかトラック運送
業界へのご理解をお願いします。
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　口座振込等で2,000円以上の寄附をした方に赤川花火大会公式マス
コットキャラクター「はなぶう」の限定ステッカーを贈呈しています。
詳しくは市HPをご覧ください。なお、下記申込用紙を郵送して申し
込むこともできます。申込受付後、郵便払込取扱票をお送りします。

医療従事者応援プロジェクト
ご支援をお願いします

キリトリ線

申込人

住　所　 
〒

氏　名
　

連絡先
　 ℡

寄附申込用紙

寄附金の額　　　　　　　　　　　　　　  円

寄附金の使途　
次のいずれかの（　　）に○を付けてください。
①（　　）医療従事者への支援
②（　　）新型コロナの影響を受けている市民や事業者への支援
③（　　）①②どちらでも良い
　　　

令和　　年　　月　　日

■対象　 令和2年２月～10月の任意の連続する３か月
間の事業収入が前年同月比で30％以上減少し
ている中小企業者（個人・法人）等

■軽減額　 令和３年度の事業用家屋及び償却資産に係

る固定資産税・都市計画税の課税標準の全
額または２分の１

■申込み　 来年２月１日○月まで本所課税課☎内線242・
245へ

固定資産税等の軽減措置

Ｑ２　補助金が上限に満たなかった場合、再度申請できるか
Ａ　　申請は１回限りです。再度の申請はできません。

小規模事業者新しい生活様式対応支援
小規模事業者の感染症対策を支援しています

■申込み　 小規模事業者新しい生活様式対応支援
事務室（荘銀タクト鶴岡内）☎28‐2662

出前講座のご案内
正しい知識を身に付けましょう

　コロナに関する基礎知識や感染予防対策等について
学ぶことができる「出前講座」。開催日程、内容等に
ついてはご希望に応じて調整します。
■申込み　本所地域包括ケア推進室☎内線707

よくあるご質問（ＦＡＱ）

Ｑ１ 　過去に支出した費用も対象か
Ａ　　 ４月７日以降に支出した経費であれば、対象になります。

Ｑ３　 申請書の様式等（資料）はどこで入手できるか 
Ａ　 　 事業者には幅広く送付しましたが、お手元にない場合は、

市HPからダウンロードできます。そのほか、各地域庁舎、
コミュニティセンターにも設置しています。

　小規模事業者が、感染症予防対策や「新しい生活様
式」へ対応するために要した経費を支援しています。
■ 対象　 市内に事業所を有する小規模事業者
■対象経費　 飛沫（ひまつ）対策設備、換気設備、テ

レワーク環境整備のための専用ソフト、
衛生用品の購入費、広報費、外注費等

■補助額　対応に要した額（下限２万円、上限10万円）
■受付期間　 12月31日○木まで（締切日当日消印有効）

メッセージリレー №４
コロナに関する差別・偏見をなくしていくために

■問合せ　本所地域包括ケア推進室☎内線707

対象者の要件・対象経費などについては、上記資料
または市HPをご覧ください。なお、不明な場合は
同事務室へお問い合わせください。

　

■問合せ　本所地域包括ケア推進室☎内線707

■申込用紙提出先　本所防災安全課（〒997‐8601 市内馬場町９‐25）☎内線199



鶴岡産木材を使用し、一定の性能を有する住宅の新築に100万円を補助します

■ 対象要件　 〇 一定の耐久性基準と省エネ基準を満た
し、木材多用型・子育て支援型・移住
促進型などのタイプ別に定められた量
の鶴岡産木材を使用する住宅　

　　　　　　〇９月以降の着工、来年３月までの完成　
　　　　　　〇市内業者が設計・施工　など

■対象者　 施主または建売住宅購入者
■募集件数　 先着30件
■補助額　100万円
■申込み　 来年２月26日○金まで本所建築課☎内線484へ
※要件等、詳しくは市HPをご覧ください。

住宅の新築支援　　　　　　　　　　予算額：3,000万円（９月補正予算）

新型コロナウイルス感染症対策・支援情報 市役所本所電話番号☎25‐2111

特 集
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生後６か月～中学３年生、妊婦、基礎疾患のある方のワクチン接種費用を助成します

■対象期間　来年１月31日○日まで
■対象　 ①生後６か月～中学 3年生　②妊婦　③基

礎疾患のある方（60歳未満で心臓・腎臓・呼吸
器等の内部障害があり身体障害者手帳１級）

■助成額　 １回の接種につき1,500円（13歳未満は２
回、13歳以上は１回まで）

■問合せ　 健康課（にこ♥ふる）☎内線372または各地
域庁舎市民福祉課へ

インフルエンザ予防接種費用助成　　予算額：3,602万４千円（９月補正予算）

県外への里帰り出産ができない妊産婦の民間家事・育児支援サービス利用料を助成します

■助成期間　 利用開始から半年間（ただし、来年３月
31日○水まで）

■対象　 市内に住民登録があり、県外への里帰り出産
ができず、家事・育児支援が得られない妊娠

34週以降、産後６か月までの妊産婦
■上限額　１回１万円（月４回まで） 
■申込み　健康課（にこ♥ふる）☎内線374
■その他　 要事前相談（■持印鑑、母子健康手帳）

育児支援等サービス利用料助成　　　予算額：112万円（９月補正予算）

新しい生活様式に対応する住宅改修を含むリフォーム工事に助成します

■対象　    宅配ボックスやモニター付きインターホン、手
洗い器、換気設備、ワークスペース設置など、
新しい生活様式に対応する住宅の改修工事。ま
たこれらと同時に行う住宅のリフォーム工事

■補助率　 新しい生活様式対応工事のみは50％（上

限20万円）。他のリフォーム工事も含む場
合は20％（上限30万円〈県外からの移住
世帯は100万円〉）。

■申込み　 来年２月26日○金まで本所建築課☎内線484へ
※要件等、詳しくは市HPをご覧ください。

住宅のリフォーム支援　　　　　　　予算額：4,000万円（９月補正予算）

新型コロナウイルス感染症の影響で収入が減少したひとり親世帯に対し、１世帯３万円を給付します

■対象　 収入の減少により、ひとり親臨時特別給付金
の追加給付を受けた世帯（申請不要）

■給付額　 １世帯３万円
■問合せ　本所子育て推進課☎内線150

ひとり親世帯応援金給付　　　　　　予算額：1,050万円（９月補正予算）

国の特別定額給付金の対象にならない新生児に、１人当たり10万円を市独自に給付します

■対象　 令和２年４月28日～３年４月１日に生まれ、出
生により本市の住民基本台帳に記録された子供

■支給額　 １人当たり10万円

■申込み　 本所子育て推進課☎内線150または各地域
庁舎市民福祉課へ

新生児子育て応援特別給付金支給　　予算額：8,000万円（９月補正予算）

■持＝持ち物　HP＝ホームページ

■変更前　 1,500円（市民税非課税世帯は2,000円、
生活保護世帯は自己負担金無料）

■変更後　 2,500円（市民税非課税世帯は3,000円、
生活保護世帯は自己負担金無料）

医療機関窓口での助成額変更は10月15日からのため、

10月１日～14日に接種された方には差額分を還付し
ます。対象者には、後日、市からお知らせを送付します。　
■問合せ　 健康課（にこ♥ふる）☎内線373または各地

域庁舎市民福祉課へ
※詳細は広報10月号11ページまたは市HPをご覧ください。

　高齢者インフルエンザ予防接種費用助成の助成額を変更しました



6　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

11月11日～17日は「税を考える週間」です！ 

暮らしを支える税
   ■問本所課税課☎内線206または本所納税課☎内線219へ

　市税は、安全・安心な生活の維持、健康・福祉の充
実、道路等の社会基盤の整備、教育・産業の振興等、
皆さんの「健康で豊かな生活」を実現するための、身
近な行政サービス・施策の重要な財源になっています。
　市税には、右の図のように税目ごとに使い道が特定
されている目的税と、特定されていない普通税があり
ます。

◆市税のあらまし
市民税（個人・法人）
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税

市税
入湯税
都市計画税
国民健康保険税

普通税

目的税

 納税は 豊かなまちの 第一歩
令和２年度納税標語最優秀作品

①口座振替
　預貯金口座から、納期ごと自動的に振替納付す
る方法です。希望する方は納付書と通帳、通帳印
をお持ちの上、金融機関窓口でお申し込みくださ
い。忙しくて納付に行く時間がない方や納め忘れ
が心配な方には、口座振替をお勧めします。
②窓口での納付
　鶴岡市内に支店等がある金融機関（東北地方の
ゆうちょ銀行〈郵便局〉を含む）や本所納税課、
各地域庁舎市民福祉課の窓口で納付する方法です。
納付の際は納付書を忘れずにお持ちください。
③ゆうちょ銀行（郵便局）からの払込み
　郵便局専用の払込用紙に住所・氏名・収納番号
（通知書番号）・税目・納期・金額を記入の上、郵
便局から払い込みください（全国の郵便局で払込
み可）。払込用紙は本所納税課にあります。

④コンビニエンスストア等での納付
　提携している全国のコンビニエンスストア等（納
付書裏面に記載）で納付する方法です。市役所の閉
庁日や金融機関等の営業時間外でも納付できます。
　納付できる税目は、市・県
民税（普通徴収分）、固定資
産税、軽自動車税、国民健
康保険税です。
⑤eLTAX（エルタックス）での電子納税
　対象は個人市民税の特別徴収と法人市民税です。
エルタックスHPから利用の手続きをお願いします。
⑥年金からの差引き（年金特徴）
　その年の４月１日に65歳以上で年金受給額が年
額18万円以上の方は、条件によって、個人市民税
と国民健康保険税が年金から差し引かれる場合があ
ります。

◆納付方法
■問①～⑤納税課収納管理係、⑥課税課市民税係・諸税係

　納付期限までに納めない場合、
税金に延滞金が加算されます。
　今年１月１日～12月31日の
延滞金は、納付期限の翌日から
１か月を経過する日までが年
2.6％、それ以後が年8.9％の割
合で、納付日までの日数に応じ
て計算されます。これ以前の延

滞金の割合を知りたい場合はお
問い合わせください。
　また、督促状を発した日から
10日を経過しても完納されな
い場合、滞納した方の不動産や
動産（家財等）、預貯金等の財
産の差押えや公売を行うことが
あります。

　災害に遭った方、失業や病気等で収
入が減り生活に困っている方等が、状
況に応じて納税の猶予を受けたり、税
金を分割で納めたりできる制度があり

ます。適用には要件
があるので、ご相談
ください。

■問納税課納税係
◆延滞金と滞納処分

■問納税課納税係
◆納税の猶予等
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11月は「ねんきん月間」、11月30日（いいみらい）は「年金の日」です！ 

知っておきたい国民年金のこと
■問鶴岡年金事務所☎23‐5040、本所国保年金課☎内線113または各地域庁舎市民福祉課へ

◆国民年金制度とは　
　老後の生活や障害を負ったときなどに備え、国の
負担と加入者が納めた保険料によって、国民全体で
お互いを支え合う国の制度です
◆加入対象者
　国内に住所がある20歳以上60歳未満の全ての方
◆保険料　
　月額１万6,540円（令和２年度）

◆保険料の納付方法　
　第１号被保険者には、日本年金機構から納付書が
送付されます。口座振替やクレジットカード納付、
前納制度を利用すると納め忘れがなく便利です
◆前納制度の例（申込み期限あり）
◇現金で１年分を一括で納付…3,520円割引
◇口座振替で１年分を一括で納付…4,160円割引
◆保険料の納付が困難な方は
　納付が免除または猶予される制度もあります

◆国民年金にはこんな給付があります
▷老齢基礎年金　保険料を納めた期間等の受給資格
期間が10年（120月）以上ある方が、原則として65
歳から受け取る年金
▷障害基礎年金　病気やけがで体に障害が残った場
合、一定の支給要件を満たす方が受け取る年金

▷遺族基礎年金　国民年金の被保険者が亡くなった
とき、その方によって生計を維持されていた「子の
ある配偶者」または「子」で、一定の支給要件を満た
す方が受け取る年金
▷その他の国民年金独自給付　寡婦年金、死亡一時
金、短期在留外国人の脱退一時金　等

◆平日相談　月曜～金曜日午前８時30分～午後５時15分（月曜日は午後７時まで）
※原則予約制です。
◆休日相談　毎月第２土曜日午前９時30分～午後４時
※完全予約制です。
◆持ち物　年金手帳、身分証明書、本人以外の場合は委任状と代理人の身分証明書

鶴岡年金事務所年金相談

被保険者区分 こんなとき 届出先
第１号被保険者…自営業者、農業・
漁業従事者、学生、無職の方等

就職して厚生年金に加入したとき 勤務先
配偶者（第２号被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

第２号被保険者…会社員、公務員
等（厚生年金加入者）

退職したとき 市役所
退職して配偶者（第２号被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

第３号被保険者…第２号被保険者
の扶養となっている配偶者

▷配偶者が退職したとき　▷配偶者の扶養から外れたと
き　▷離婚したとき　▷配偶者が65歳になったとき 市役所

就職して厚生年金に加入したとき 勤務先
配偶者の勤務先が変わったとき 配偶者の勤務先

年金手帳と本人確認書類（免許証等）をお持ちください◆こんなときは届出が必要です

市街地への出没、目撃情報が相次いでいます 

熊の出没に注意！
■問本所農政課☎内線588

　今年は、市街地への熊の出没、目撃情報が相次いで
います。秋は、熊が冬眠に備え、食べ物を求めて行
動し、特に朝、晩は遭遇する可能性が高くなります。
被害に遭わないために次のことに注意しましょう。
◆出没情報に注意する　
　出没情報は市HP「クマに関する情報」から確認でき
ます。出没場所にはなるべく近づかないようにしま
しょう。新しいふんや足跡を見付けたら熊が近くに
いる可能性が高いので速やかに立ち去りましょう。
◆人の存在を知らせる
　鈴や笛、ラジオなど音の出るものを身に着けまし

ょう。人の存在や接近を熊に知らせることで突然の
遭遇を未然に防ぐことができます。
◆遭遇してしまったら　
　背中を見せず、ゆっくりと後退しながら、熊から
離れてください。興奮させないためにも、大声を出
したり走って逃げたりしてはいけません。子連れの
熊は特に注意が必要です。
◆目撃したら　
　熊を目撃した場合は、近くの交番・駐在所（警察
署）、本所農政課または各地域庁舎産業建設課へ状
況をお知らせください。



8　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

（34）

名誉市民 杉村隆さん ご逝去
■問本所総務課☎内線312

　本市の名誉市民である国立がん研究センター名誉総長
の杉村隆さんが９月６日にご逝去されました。杉村さん
の訃報に接し、衷心より哀悼の意を表します。
　杉村さんは、昭和62年旧鶴岡市推載による名誉市民
であり、長きにわたり、がん研究の第一線でご活躍され、
昭和51年には日本学士院賞、昭和53年には文化勲章を
受章されておられます。さらに、同53年に米国環境変
異原学会賞を、昭和56年に米国バートナー癌研究学術
賞を受賞されるなど、その業績は日本にとどまらず世界
的にも高く評価されております。
　杉村さんは、インターン時代に、鶴岡保健所や荘内病
院に勤務され、市民の健康管理にご尽力を賜りました。
また、平成 9年には、新荘内病院基本構想策定委員会
の顧問として、深い学識、豊富な経験を基にした数多く
のご提言を頂戴いたしました。さらに、平成31年 4 月
からは、杉村さんが名誉学長をお務めの東邦大学から市
立荘内病院に眼科医をご紹介いただくなど、地域医療の
発展にもご指導を賜りました。
　ご生前の輝かしいご功績に深甚なる敬意を表しますと
ともに、本市へのご厚情に感謝申し上げ、衷心よりご冥
福をお祈り申し上げます。

がんについて講演する杉村さ
ん（平成25年11月）

平成15年の新荘内病院開院
にご尽力いただきました。

　大正15年 東京都牛込（現在の新宿区）に生
まれる

両親が郷里の鶴岡市（ご尊父様が
鶴岡市出身）に疎開時、東京大学
医学部に入学。荘内館での寄宿舎
生活を送られ、同24年に同大学
を卒業

　昭和20年

米国バートナー癌研究学術賞を受賞　昭和56年

「発癌と突然変異原性との関連性」
の研究で文化勲章を受章。米国環
境変異原学会賞を受賞

　昭和53年

「胃癌発生に関する実験的研究」
で日本学士院賞を受賞　昭和51年

国立癌センター研究所長に就任。
同59年に同総長、平成４年に同
名誉会長に就任され、一貫してが
ん研究に尽すい

　昭和49年

東京大学医科学研究所教授に就任　昭和45年

ご経歴

　

秋
晴
れ
の
あ
る
日
、
羽
黒
山
五
重
塔
へ
、

玉
泉
寺
へ
散
策
に
出
掛
け
た
。
風
力
発
電
の

問
題
が
決
着
が
つ
い
た
か
ら
か
、
そ
れ
と
も

オ
ン
ラ
イ
ン
の
大
学
生
と
し
て
過
ご
す
長
女

と
一
緒
だ
っ
た
か
ら
か
、
久
し
ぶ
り
に
開
放

感
の
あ
る
休
日
を
過
ご
し
た
。
ま
た
、
別
の

週
に
は
、
旧
風
間
家
住
宅
の
丙
申
堂
、
別
邸

の
釈
迦
堂
へ
、
更
に
は
藩
校
致
道
館
を
訪
れ

た
。
古
い
建
物
が
好
き
な
こ
と
も
あ
り
、
威

厳
を
感
じ
な
が
ら
も
ど
こ
か
落
ち
着
く
感
じ

が
し
た
。
こ
の
秋
、
県
内
、
東
北
各
地
か
ら

70
校
以
上
も
の
学
校
が
、
本
市
を
修
学
旅
行

先
に
選
ぶ
、
そ
ん
な
動
き
が
広
が
っ
た
。
荘

内
藩
の
城
下
町
、
世
界
一
の
ク
ラ
ゲ
の
水
族

館
、
世
界
に
誇
る
食
文
化
や
温
泉
、
３
つ
の

日
本
遺
産
を
有
す
る
本
市
の
底
力
が
評
価
さ

れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

10
月
１
日
、
新
鶴
岡
市
と
な
っ
て
15
周
年

の
節
目
を
迎
え
た
。
そ
の
日
の
朝
、
私
は
、

旧
温
海
町
の
戸
沢
に
伺
っ
た
。
こ
の
日
、
温

海
地
域
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
試
験
運
行
が
４
つ

の
路
線
（
戸
沢
線
、
平
沢
線
、
関
川
線
、
菅

野
代
線
）
で
開
始
さ
れ
、
そ
の
出
発
式
が
行

わ
れ
た
の
だ
。
山
間
部
か
ら
海
岸
部
ま
で
、

東
北
で
一
番
広
い
鶴
岡
市
。
通
学
や
通
院
、

買
物
な
ど
、
毎
日
の
暮
ら
し
に
必
要
な
移
動

手
段
の
確
保
は
、
地
域
住
民
の
切
実
な
願
い

だ
。
温
海
地
域
で
は
、
地
元
自
治
会
や
観
光
、

福
祉
等
の
団
体
が
運
営
主
体
と
な
る
協
議
会

が
本
年
５
月
に
立
ち
上
が
り
、
準
備
が
進
め

ら
れ
て
き
た
。
そ
の
前
日
に
は
庄
内
交
通
の

路
線
バ
ス
が
廃
止
さ
れ
、
そ
の
代
替
手
段
の

確
保
が
必
須
と
な
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
戸

沢
か
ら
五
十
川
駅
前
ま
で
は
２
０
０
円
、
温

海
ク
リ
ニ
ッ
ク
ま
で
は
４
０
０
円
で
、
月
曜
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令和３年４月１日採用予定

荘内病院職員採用試験
■問荘内病院総務課☎26‐5111内線6341

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　

市
政

荘
内
看
護
専
門
学
校 

看
護
学
生
募
集
（
一
般
入
試
）

■対
高
校
を
卒
業
し
た
方
及
び
来
年
３
月
に
高

校
卒
業
見
込
み
の
方
、
高
校
卒
業
と
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方
20
人

（
推
薦
入
学
者
若
干
名
を
含
む
）　

■
修
業
年

数　

３
年
（
昼
間
）　

■
願
書
受
付　

12
月

14
日
○月
〜
来
年
１
月
６
日
○水
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
（
年
末
年
始
を
除
く
。
６
日
○水
必

着
）　

■
試
験
日
時
・
科
目　

１
次
試
験
…

１
月
22
日
○金
午
前
９
時
（
国
語
〈
古
典
を
除

く
〉、数
学
Ⅰ
、英
語
Ⅰ
・
Ⅱ
）　

２
次
試
験（
１

■募集職種・受験資格

▷ 薬剤師（大卒程度）…昭和61年４月２日以降に
生まれ、薬剤師免許を取得している方及び令和３
年４月までに取得見込みの方
▷ 視能訓練士（短大卒程度）…昭和61年４月２日
以降に生まれ、視能訓練士免許を取得している方
及び令和３年４月までに取得見込みの方
▷ 看護師［助産師］（短大卒程度）…昭和51年４月
２日以降に生まれ、看護師免許を取得している方
及び令和３年４月までに取得見込みの方
　※ 看護師免許と併せ助産師免許を取得している方
及び令和３年４月までに取得見込みの方も募集。

■試験日時・会場
▲  

 適正検査
　全国の試験会場でオンライン受験
　11月30日○月～12月13日○日▲  

 面接試験（オンライン面接）
　12月20日○日
　※受験申込み時に面接時間を指定します。

■申込み受付

▷11月２日○月～16日○月に、申込書を同院総務課へ
      （郵送の場合、16日○月までの消印有効）
▷市HP「電子申請」からも手続きができます

■試験案内・申込書等の交付

▲

 郵便で請求する場合は、封筒の表に「試験案内請
求」と朱書きし、140円分の切手を貼った返信用
封筒（宛先を明記した角形２号封筒。折り畳んで
もかまいません）、応募職種・連絡先のメモを同
封して、同院総務課（〒997‐8515市内泉町４‐
20）へ▲

 同院HP「職員募集」及び市HP「人事・職員採用」
からダウンロードすることもできます

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

か
ら
金
曜
日
ま
で
毎
日
２
往
復
す
る
。
戸
沢

線
、
平
沢
線
は
路
線
バ
ス
の
様
に
乗
降
場
所

を
定
め
て
予
約
不
要
で
運
行
す
る
。
関
川
線
、

菅
野
代
線
は
、
予
約
に
応
じ
て
自
宅
近
く
で

乗
り
降
り
で
き
る
方
式
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
藤
島
地
域
の
長
沼
地
区
・
八
栄
島

地
区
で
は
、
10
月
５
日
か
ら
10
日
ま
で
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
モ
ニ
タ
ー
テ
ス
ト
運
行
が

実
施
さ
れ
た
。
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
状
況

は
更
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
が
、
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
等
の
事
業
者
の
皆
様
と
も
連
携
し

な
が
ら
、
地
域
の
活
力
を
引
き
出
す
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

大
学
を
卒
業
し
て
平
成
９
年
に
役
所
勤
め

を
始
め
た
と
き
、
一
番
最
初
に
取
り
組
ん
だ

仕
事
の
一
つ
が
、
申
請
・
届
出
の
際
の
押
印

の
見
直
し
だ
っ
た
。
時
代
は
巡
り
、
回
る
。

デ
ジ
タ
ル
庁
の
新
設
な
ど
と
と
も
に
、「
は

ん
こ
の
廃
止
」
が
我
が
国
の
論
点
に
浮
上
し

て
い
る
。
平
成
９
年
７
月
の
事
務
次
官
等
会

議
申
し
合
わ
せ
「
押
印
見
直
し
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
は
、
押
印
の
廃
止
に
よ
る
申
請
・
届
出

の
電
子
化
・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
促
進
が
念

頭
に
あ
っ
た
が
、
国
も
地
方
も
い
ま
だ
多
く

の
手
続
き
が
紙
ベ
ー
ス
で
行
わ
れ
て
い
る
。

当
時
も
、
国
内
有
数
の
は
ん
こ
の
産
地
で
あ

る
山
梨
県
の
関
係
者
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い

る
か
ら
前
に
進
ま
な
い
と
か
、
事
情
通
の
先

輩
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
が
懐
か
し
い
。

　
「
押
印
見
直
し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
狙
い

は
申
請
・
届
出
を
行
う
国
民
の
負
担
の
軽
減

だ
っ
た
。
ど
う
し
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
対

応
が
難
し
い
人
の
た
め
に
は
、
紙
に
よ
る
申

請
も
必
要
だ
ろ
う
。
取
り
残
さ
れ
る
人
が
い

な
い
よ
う
に
、
見
直
し
を
し
て
も
っ
と
便
利

に
、
幸
せ
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
、
本
市
の

行
財
政
改
革
で
も
、
鶴
岡
ら
し
さ
が
、
旧
６

市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
、
更
に
発
揮
さ

れ
る
よ
う
、
そ
の
点
だ
け
は
く
れ
ぐ
れ
も
忘

れ
ず
に
議
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。

式典開始時間と対象中学校区のお知らせ

令和３年鶴岡市成人式
■問社会教育課（櫛引庁舎）☎57‐4866

■ 開催日
　来年５月３日○月
■ 式典開始時間・対象中学校区
　午前10時30分… 鶴岡一中、鶴岡四中、鶴岡五中、

藤島中、櫛引中
　午後１時30分… 鶴岡二中、鶴岡三中、豊浦中、

羽黒中、朝日中、温海中
■場　所　
　荘銀タクト鶴岡
■対　象　
　 平成12年４月２日～13年４月１日生まれの方
■その他　
　 ２月中旬に対象の新成人に案内状を送付します。
各時間の式典終了
後､ 中学校ごとに
写真撮影を予定し
ています（希望者
のみ）。
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共
通
３
桁
ダ
イ
ヤ
ル
☎
１
８
９

税
・
生
活
・
そ
の
他

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ 

個
人
の
市
・
県

民
税
は
特
別
徴
収
で
納
め
ま
し
ょ
う

　

個
人
の
市･

県
民
税
の
特
別
徴
収
は
、
事

業
主
が
従
業
員
に
毎
月
支
払
う
給
与
か
ら
市

･

県
民
税
を
差
し
引
き
、
従
業
員
に
代
わ
っ

て
、
各
従
業
員
の
1
月
1
日
現
在
の
住
所
地

で
あ
る
市
町
村
に
毎
月
納
入
す
る
制
度
で
す
。

　

地
方
税
法
の
規
定
に
よ
っ
て
、
所
得
税
を

源
泉
徴
収
す
る
義
務
が
あ
る
事
業
主
に
は
、

原
則
と
し
て
従
業
員
の
市
・
県
民
税
を
特
別

徴
収
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。「
退
職
し
た
」

「
不
定
期
雇
用
で
あ
る
」
と
い
っ
た
特
段
の

理
由
が
な
い
限
り
、
事
業
主
や
従
業
員
の
希

望
で
普
通
徴
収
（
個
人
で
納
付
）
を
選
ぶ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト　

従
業
員
は
金
融

機
関
に
出
向
い
て
納
め
る
手
間
が
な
く
な
り
、

納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

普
通
徴
収
の
納
期
は
年
４
回
で
す
が
、
特
別

徴
収
の
納
期
は
年
12
回
な
の
で
、
従
業
員
の

１
回
当
た
り
の
負
担
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

▼
納
期
の
特
例　

従
業
員
が
常
時
10
人
未
満

の
事
業
所
等
は
、
申
請
に
よ
っ
て
、
納
期
を

年
２
回
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
１

11
月
１
日
〜
10
日
は 

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
推
進
強
化
旬
間

　

日
没
が
早
ま
る
こ
の
時
期
は
、
夕
暮
れ
時

次
試
験
合
格
者
の
み
）
…
23
日
○土
午
前
９
時

（
小
論
文
、
面
接
）　

■
試
験
会
場
・
■申
荘
内

看
護
専
門
学
校
☎
22
‐
１
９
１
９

福
祉
・
年
金
・
医
療

民
生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱

の
お
知
ら
せ

　

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
藤
島
地
区（
藤
島
地
区
）…
加
藤
一
男（
大

川
渡
・
谷
地
興
屋
・
古
郡
）　

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
２
７
２

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
向
け
て　

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

▼
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
と
き
は　

今
年

中
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
（
過
去
の
保

険
料
や
、
同
一
生
計
家
族
の
保
険
料
を
納
め

た
場
合
も
同
様
）。
領
収
証
書
や
日
本
年
金

機
構
で
発
行
す
る
控
除
証
明
書
を
ご
準
備
く

だ
さ
い（
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
）。

▼
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
に
つ
い
て　

11
月
上
旬
に
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

10
月
以
降
に
納
付
し
た
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

申
告
等
の
際
、
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
（
10
月
以
降
に
今
年
初
め
て
保
険
料
を

納
付
し
た
方
の
証
明
書
は
、
来
年
２
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
）。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

荘
内
病
院
救
急
外
来
受
診
時
の
お
願
い

事
前
連
絡
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

救
急
外
来
を
受
診
さ
れ
る
方
に
は
、
受
診

前
に
同
院
救
急
外
来
☎
26
‐
５
１
１
１
へ
連

絡
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
感

染
が
不
安
な
方
は
山
形
県
受
診
相
談
セ
ン
タ

ー
☎
０
１
２
０
‐
８
８
０
０
0
６
へ
、
同
感

染
症
に
つ
い
て
不
安
に
思
う
方
は
山
形
県
一

般
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０
‐
５
６
７
３

８
3
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問
同
院
救
急
外
来
☎
26
‐
５
１
１
１

子
育
て
・
教
育

児
童
に
関
す
る 

各
種
手
当
の
お
知
ら
せ

▼
児
童
手
当　

■対
中
学
３
年
生
ま
で
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方　

■
支
給
月
額　

▽
０

歳
〜
２
歳
…
１
万
５
、
０
０
０
円　

▽
３
歳

〜
小
学
校
修
了
前
（
第
１
子
・
２
子
）
…
１

万
円　

▽
同
（
第
３
子
以
降
）
…
１
万
５
、

０
０
０
円　

▽
中
学
生
…
１
万
円　

▽
所
得

が
一
定
額
を
超
え
る
場
合
…
５
、
０
０
０
円　

■
支
給
日　

６
月
・
10
月
・
２
月
の
15
日

■
支
給
期
間　

児
童
が
15
歳
に
達
し
た
年
度

末
ま
で

▼
児
童
扶
養
手
当　

■対
離
婚
等
で
ひ
と
り
親

に
な
っ
た
場
合
や
、
児
童
の
父
ま
た
は
母
に

一
定
の
障
害
が
あ
る
場
合
等
で
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
（
受
給
者
等
の
所
得
が
一
定
額

を
超
え
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
）　

■

支
給
月
額（
受
給
者
等
の
所
得
で
異
な
り
ま

す
）　
▽
第
１
子
…
４
万
３
、
１
６
０
円
〜

１
万
１
８
０
円　

▽
第
２
子
…
１
万
１
９
０

円
〜
５
、
１
０
０
円　

▽
第
３
子
以
降
…
６
、

１
1
０
円
〜
３
、
０
６
０
円　

■
支
給
日　

奇
数
月
の
11
日　

■
支
給
期
間　

児
童
が
18

歳
に
達
し
た
年
度
末
ま
で
（
障
害
児
は
20
歳

に
達
し
た
月
ま
で
）

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当　

■対
身
体
や
精
神
に

重
度
〜
中
度
の
障
害
が
あ
る
児
童
を
在
宅
で

養
育
し
て
い
る
方
（
受
給
者
等
の
所
得
が
一

定
額
を
超
え
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
）　

■
支
給
月
額　

▽
１
級
障
害
…
５
万
２
、
５

０
０
円　

▽
２
級
障
害
…
３
万
４
、
９
７
０

円　

■
支
給
日　

４
月
・
８
月
・
11
月
の
11

日　

■
支
給
期
間　

児
童
が
20
歳
に
達
し
た

月
ま
で

▼
共
通　

■申
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１

５
０
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

「
１
８
９（
い
ち
は
や
く
） 

知
ら
せ
て
守
る 

こ
ど
も
の
未
来
」 

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

　

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問

題
で
す
。
あ
な
た
の
１
本
の
電
話
で
救
わ
れ

る
子
供
が
い
ま
す
。
そ
し
て
、
子
育
て
に
悩

む
保
護
者
を
支
援
す
る
大
き
な
一
歩
に
な
り

ま
す
。
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
者
や
内
容
に
関
す

る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

■
困
っ
た
と
き
は
ま
ず
相
談
を
（
連
絡
先
）

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
25
‐
２
７
４
１　

▽
庄
内
児
童
相
談

所
☎
22
‐
０
７
９
０　

▽
児
童
相
談
所
全
国

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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か
ら
夜
間
に
か
け
て
の
交
通
事
故
、
特
に
道

路
横
断
中
の
高
齢
者
が
犠
牲
に
な
る
事
故
の

多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

夕
方
か
ら
の
外
出
時
は
、
明
る
い
服
装
で

暗
闇
で
も
光
る
夜
光
反
射
材
を
身
に
着
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
運
転
者
も
早
目
に
ラ
イ
ト

を
点
灯
し
、
高
齢
者
を
見
掛
け
た
ら
思
い
や

り
運
転
を
す
る
な
ど
、
高
齢
者
の
交
通
事
故

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
６
３
９

市
営
住
宅
等
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
城
南
住
宅

４
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

ち
わ
ら
住
宅
３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

２

稲
生
住
宅

２
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

羽黒
荒
川
住
宅

木
造
平
屋
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

１

荒
川
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
木
造
平
屋
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

朝日
名
川
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
木
造
２
階
建
２
階
・

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

温海
柳
原
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

４
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

■
入
居
時
期　

来
年
１
月
中
旬
以
降　

■申
11

月
２
日
○月
〜
20
日
○金
に
本
所
建
築
課
☎
内
線

４
８
３
ま
た
は
羽
黒
・
朝
日
・
温
海
庁
舎
産

業
建
設
課
へ

「
そ
の
火
事
を 

防
ぐ
あ
な
た
に 

金
メ
ダ
ル
」 

秋
の
火
災
予
防
運
動

　

11
月
９
日
○月
か
ら
15
日
○日
ま
で
の
１
週
間
、

秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
時
期
、
暖
房
器
具
な
ど
火
を
取
り
扱

う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が

火
災
予
防
を
心
掛
け
、
安
全
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
地
域
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

訓
練
を
行
い
、
正
し
く
通
報
し
ま
し
ょ
う 

11
月
９
日
は
１
１
９
番
の
日

　

火
災
や
事
故
に
遭
遇
し
た
場
合
は
、
誰
で

も
気
が
動
転
し
興
奮
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

町
内
会
や
事
業
所
な
ど
で
防
災
訓
練
を
行
う

際
に
は
積
極
的
に
通
報
訓
練
を
行
い
、
い
ざ

と
い
う
時
に
落
ち
着
い
て
通
報
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。 

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
聴
覚
等
障
害
者
向
け
の

「
Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
（
登

録
制
）」
や
外
国
語
の
通
報
に
対
応
す
る
「
多

言
語
通
訳
サ
ー
ビ
ス
」
の
運
用
を
開
始
し
て

い
ま
す
。

■問
消
防
署
通
信
指
令
課
☎
22
‐
８
３
２
１

■他
市
HP家

畜
伝
染
病
の
防
疫
対
策
の
た
め　 

施
設
利
用
を
休
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

市
内
畜
産
農
家
で
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
の
家
畜
伝
染
病
が
発
生
し
た
場
合
、
次
の

施
設
を
防
疫
対
策
の
た
め
の
現
場
事
務
所
と

し
て
利
用
し
ま
す
。
そ
の
際
は
、
安
全
確
保

の
た
め
通
常
の
施
設
利
用
を
休
止
し
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
施
設　

藤
島
体
育
館　

■
期
間　

防

疫
対
策
開
始
か
ら
５
日
間
程
度　

■問
本
所
農

政
課
☎
内
線
５
５
４

狩
猟
期
間
中
の
銃
猟
自
粛
区

域
に
つ
い
て

　

集
落
や
工
業
団
地
が
近
接
し
て
い
る
区
域

で
の
銃
に
よ
る
狩
猟
は
大
変
危
険
で
す
。
近

隣
住
民
等
、
往
来
者
の
人
身
事
故
防
止
の
た

め
、
次
の
河
川
等
の
周
辺
で
は
銃
を
使
っ
た

狩
猟
の
自
粛
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
発
砲
音
・
空
薬
き
ょ
う
等
で
迷
惑

に
な
ら
な
い
よ
う
、
狩
猟
者
は
法
令
と
マ
ナ

ー
を
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。

■場
▽
内
川
…
寿
集
落
南
端
か
ら
庄
内
南
工
業

団
地
村
東
橋
ま
で
の
区
間　

▽
大
山
川
…
中

柳
原
集
落
今
世
橋
周
辺
、
石
山
・
楯
川
原
集

落
津
利
橋
周
辺　

▽
京
田
川
…
長
沼
十
文
字

集
落
周
辺
　
▽
羽
黒
地
域
…
高
寺
周
辺
用
排

水
路　

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
８
８

市
有
不
動
産
を
一
般
競
争
入
札

で
売
却
し
ま
す

件物
所
在
地
（
市
内
）

面
積

地
目

予
定
価
格

１
家
中
新
町
６
番
93
・

６
番
94

69
・
０
８
㎡

宅
地

１
６
１
万
６
、０
０
０
円

■日
11
月
27
日
○金
午
後
２
時　

■場
市
役
所
本
所

４
階
ロ
ビ
ー　

■申
11
月
20
日
○金
ま
で
本
所
契

約
管
財
課
☎
内
線
３
４
２
へ　

■他
市
HP

土
地
売
買
の
際
は 

地
価
調
査
価
格
を
参
考
に

　

地
価
調
査
と
は
、
山
形
県
が
県
内
全
市
町

村
を
対
象
に
、
基
準
地
（
市
内
は
32
地
点
）

を
選
ん
で
、
そ
の
適
正
な
土
地
価
格
を
公
表

す
る
も
の
で
す
。
売
買
対
象
地
の
条
件
と
比

較
す
れ
ば
、
そ
の
土
地
の
お
お
よ
そ
の
適
正

価
格
が
分
か
り
ま
す
。
地
価
調
査
書
は
、
本

所
土
木
課
☎
内
線
４
５
８
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
産
業
建
設
課
で
誰
で
も
簡
単
に
閲
覧
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
県
HP
で
も

そ
の
内
容
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

登
録
の
更
新
申
請
に
つ
い
て

　

山
形
県
下
水
道
協
会
に
登
録
が
あ
り
、
登

録
の
有
効
期
限
が
来
年
３
月
31
日
○水
と
な
っ

て
い
る
責
任
技
術
者
は
、
登
録
更
新
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

■
更
新
申
請　

11
月
２
日
○月
〜
30
日
○月
に
上

下
水
道
部
水
道
課
☎
23
‐
７
７
３
２
へ

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
事
業

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

　

同
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
で
整
備
し
ま
し
た
。

▼
地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業　

■内
バ
ル

ー
ン
型
投
光
器
ほ
か
防
災
資
機
材（
戸
沢
自

主
防
災
会
）、
バ
ル
ー
ン
型
投
光
器
２
基（
桜

新
町
自
主
防
災
会
）　

■問
本
所
防
災
安
全
課

☎
内
線
１
８
５

▼
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業　

■内
会
議
用
テ
ー

ブ
ル
ほ
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
用
備
品
の
整
備（
小

岩
川
自
治
会
）　

■問
温
海

庁
舎
総
務
企
画
課
☎
43
‐

４
６
１
１

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

＜荘銀タクト鶴岡＞

鶴岡 「タクト探検隊♪」舞台のおしごと

関係者以外は入ることができない舞台の裏側に
小学生親子が潜入しました。職員から説明を受
けながら音響や照明装置を操作したり、ステー

９.19
ジ上に幕を張ったりして、ふだんは見られない
舞台裏の仕事を体験。舞台裏の仕掛けや演者を
支える裏方の仕事について楽しく学びました。

鶴岡 致道館文化講演会

　一人ひとりの自主性を尊重して個性を伸ばす
「致道館教育」は、約200年前から庄内で受け継
がれています。平成19年に定められた「致道館

９.26
の日」には、式典や講演に加え、論語の学習を
通した感情や行動の変化を作文にし、小学生が
発表。幅広い世代が学びを深めていました。

鶴岡 致道館文化講演会

　一人ひとりの自主性を尊重して個性を伸ばす
「致道館教育」は、約200年前から庄内で受け継
がれています。平成19年に定められた「致道館

９.26
の日」には、式典や講演に加え、論語の学習を
通した感情や行動の変化を作文にし、小学生が
発表。幅広い世代が学びを深めていました。

一人ひとりの自主性を尊重して個性を伸ばす
「致道館教育」は、200年以上前から庄内で受け
継がれています。平成19年に定められた「致道

館の日」。祭事や式典、講演に加え、論語の学
習を通した感情や行動の変化を小学生が作文に
して発表。幅広い世代が学びを深めていました。

「致道館の日」　「孔子祭」　講演や作文発表

＜荘内神社参集殿＞

９.26

鶴岡
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９.22
スタインウェイ製とヤマハ製のピアノを
一般開放。参加者は上質な音を響かせな
がら、貴重な機会を楽しんでいました。

温海 温海ふれあいセンター　ピアノ一日開放

＜温海ふれあいセンター＞

鶴岡 まちなか健康ウォーキング

正しい歩き方や靴の履き方を教わった後、
市街地へ―。歴史的な町並みや建造物を
眺めながら４㎞のコースを歩きました。

10.１

＜写真：山王通り＞

11.27

櫛引 産直あぐり　フルーツまつり

季節の果物販売や抽せん会開催のほか、
ビッグフルーツパフェを提供。秋の味覚
を求める多くの買物客でにぎわいました。

９.19
～22

＜写真：農家レストラン　食彩あぐり＞

藤島 長沼地区中学生地域活動

地区住民の指導の下、13人の中学生が
地区内のカーブミラー清掃や活動セン
ターの窓拭き等の地域活動を行いました。

９.24

＜長沼地区＞

羽黒 岩手・鬼剣舞特別講演―疫病退散の舞

岩手県北上市の滑田鬼剣舞保存会が、疫
病退散や五穀豊穣を祈願する演目を披露。
躍動感あふれる舞で観客を魅了しました。

９.20

＜いでは文化記念館＞

約20種類のクリの木が植えられた園内。
声を掛け合いながら、いがぐりを探し、
丸々と太った実を収穫していました。

＜月山あさひ博物村＞

朝日 月山あさひ博物村 観光くり園オープン

９.19
 ～10月中旬
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K-

A
R
C
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
０  

〜
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｅ

Ｎ
コ
ア
・
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
に
よ
る
社
会
実
装
戦
略
〜

■日
11
月
19
日
○木
午
後
１
時　

■場
鶴
岡
メ
タ
ボ

ロ
ー
ム
キ
ャ
ン
パ
ス　

■内「
産
学
官
連
携
に

学
ぶ
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
る
研
究
推
進
」

が
テ
ー
マ
の
基
調
講
演
等　

■申
11
月
12
日
○木

ま
で
鶴
岡
高
専
☎
25
‐
９
１
５
９
へ　

■他
HP

磐
梯
朝
日
国
立
公
園
指
定　

70
周
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

■日
11
月
21
日
○土
午
後
１
時　

■場
羽
黒
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
60
人　

■内
▽
講

演
…
「
出
羽
三
山
の
生
き
物
た
ち
」
熊
谷
さ

と
し
氏
（
動
物
研
究
者
）、「
出
羽
三
山
の
山

岳
信
仰
」
阿
部
良
一
氏
（
出
羽
三
山
神
社
権

宮
司
）、「
出
羽
三
山
の
登
山
利
用
と
自
然
体

験
」
工
藤
純
平
氏
（
自
然
公
園
保
全
整
備
促

進
協
議
会
羽
黒
支
部
長
）
ほ
か　

▽
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
…
「
磐
梯
朝
日
国
立
公

園　

出
羽
三
山
地
域
の
こ
れ
か
ら
」（
■
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

八
木
浩
司
氏
〈
山
形
大

学
教
授
〉）　

■申
月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
☎

62
‐
４
３
２
１

大
人
の
た
め
の
熟
睡
プ
ラ
寝
た

リ
ウ
ム
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
ク
ラ
シ
ッ
ク

■日
11
月
22
日
○日
午
後
２
時
・
4
時
・
7
時

■対
庄
内
地
域
在
住
の
高
校
生
以
上
の
方
各
回

先
着
30
人　

■内
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
聴
き
な

が
ら
星
空
を
眺
め
、
快
眠
へ
と
誘
う
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム　

■費
２
０
０
円　

■場
・
■申
11
月
５

日
○木
〜
21
日
○土
に
中
央
公
民
館
☎
25
‐
１
０

５
０
へ

■場
・
■問
消
防
本
部
総
務
課
☎
22
‐
８
３
３
０

秋
の
リ
サ
イ
ク
ル
本
プ
レ
ゼ
ン
ト

■日
11
月
14
日
○土
〜
18
日
○水（
16
日
○月
を
除
く
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分　

■場
・
■問

図
書
館
本
館
☎
25
‐
２
５
２
５

「
古
典
の
日
」
の
集
い　

■日
11
月
14
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
勤
労
者

会
館　

■内
講
演
…
「
黒
森
歌
舞
伎
、
初
め
て

の
海
外
公
演
」
五
十
嵐
良
弥
氏
（
黒
森
歌
舞

伎
座
長
）　

箏
曲
演
奏
…
「
八
段
の
調
」
松

平
美
智
賀
氏
等
（
松
絃
会
）　

■費
３
０
０
円

（
資
料
代
）

赤
か
ぶ
収
穫
・
漬
け
方
体
験

■日
11
月
15
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■場
月
山
高

原
活
性
化
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
15
人　

■費
６

㎏
…
１
、
６
０
０
円　

12
㎏
…
３
、
０
０
０

円　

■持
た
る
（
持
ち
帰
り
用
）
等　

■申
11
月

10
日
○火
ま
で

交
通
・
防
犯
ま
ち
づ
く
り　

４
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ

■日
11
月
20
日
○金
〜
23
日
○月
午
前
９
時
〜
午
後

５
時（
20
日
は
午
後
１
時
か
ら
）　

■場
つ
る
お

か
食
文
化
市
場
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
（
フ
ー

デ
ェ
ヴ
ァ
ー
）　

■内
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
、防

犯
作
文
、
防
犯
ポ
ス
タ
ー
の
入
賞
作
品
等
の

展
示　

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
６
３
９

梵
字
☎
53
‐
３
４
１
３　

■他
団
体
は
要
予
約

藤
島
歴
史
公
園
「
Ｈ
ｉ
ｓ
ｕ
花
」　　
　
　
　

藤
島
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
２
０

　

庄
内
一
の
規
模
を
誇
る
約
15
万
球
の
幻
想

的
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

■日
11
月
３
日
○火
〜
来
年
１
月
11
日
○月
午
後
４

時
30
分
〜
９
時
30
分
（
11
月
３
日
は
午
後
６

時
か
ら
）　

■問
藤
島
庁
舎
総
務
企
画
課
☎
64

‐
５
８
１
３　

■他
11
月
３
日
は
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
で
ラ
イ
ブ
配
信

中
央
公
民
館　
　
　
　
　
　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
青
峰
書
道
教
室　

■日
11
月
６
日
○金
〜
８
日

○日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
８
日
は
午
後
３

時
30
分
ま
で
）

▼
庄
内
木
版
画
会
作
品
展　

■日
11
月
11
日
○水

〜
17
日
○火
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
17
日
は

正
午
ま
で
）

▼
奎
城
書
道
教
室
塾
生
作
品
展　

■日
11
月
18

日
○水
〜
24
日
○火
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
24

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
25
‐
１
０
５
０

１
皿
１
０
０
円
の
バ
イ
キ
ン
グ　

山
の
ご
っ
つ
お
ま
つ
り

■日
11
月
８
日
○日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時　

■場
・
■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58
‐
１
４
５
５

消
防
職
員
意
見
発
表
会

■日
11
月
12
日
○木
午
後
２
時　

■内
業
務
提
言
や

取
り
組
む
べ
き
課
題
等
を
消
防
職
員
が
発
表　

催
し

つ
ち
だ
よ
し
は
る
絵
本
原
画
展　

〜
お
い
し
い
秋
み
い
つ
け
た
！
〜

■日
11
月
８
日
○日
ま
で
（
２
日
○月
を
除
く
）
の

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時　

■場
・
■問
図
書

館
本
館
☎
25
‐
２
５
２
５

そ
ば
処「
大
梵
字
」新
そ
ば
御
膳

■日
11
月
１
日
○日
〜
30
日
○月
午
前
11
時
〜
午
後

４
時　

■内
十
割
新
そ
ば
、季
節
の
天
ぷ
ら
、小

鉢
、
あ
げ
む
き
そ
ば
、
そ
ば
の
白
玉
ぜ
ん
ざ

い
、ゆ
ど
の
の
山
塩　

■費
１
、５
０
０
円
（
当

日
は
１
０
０
円
増
し
）　

■場
・
■申
そ
ば
処
大

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111 つるおか

情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎内線316へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせ
るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。 申があるものは事前の申込みが必要
です。



15 広報つるおか　2020 . 11 ■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　

ン
グ
等　

■場
先
端
研
究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■対
県
内
在
住
の
方
先
着
20
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン

視
聴
若
干
名　

■申
11
月
１
日
○日
か
ら
慶
大
先

端
生
命
研
か
ら
だ
館
HP
ま
た
は
庄
内
こ
こ
ろ

塾
☎
０
９
０
‐
６
６
８
９
‐
２
０
５
０
へ

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
に
こ
♥

ふ
る
」 

軽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
講
習
会

■日
11
月
26
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の

方
先
着
20
人　

■費
２
１
０
円　

■申
11
月
24
日

○火
ま
で
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３

７
０
へ　

■他
市
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用

資
格
証
を
お
持
ち
の
方
は
受
講
免
除
（
別
途

手
続
必
要
）

認
知
症
を
理
解
す
る
教
室　

■日
12
月
５
日
○土
午
前
10
時　

■場
湯
田
川
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■内
講
演
「
認
知
症
を

知
る
〜
認
知
症
か
な
と
思
っ
た
ら
〜
」
菅
原

美
智
子
氏
（
湯
田
川
温
泉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
病
院
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
）　

■申

12
月
３
日
○木
ま
で
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線

５
３
３
へ

庄
内
ス
ケ
ー
ト
協
会 

サ
ン
デ
ー
ス
ケ
ー
ト
教
室

■日
12
月
６
日
〜
来
年
２
月
28
日
の
毎
週
日
曜

日
午
前
９
時　

■場
小
真
木
原
ス
ケ
ー
ト
場

■対
①
上
級
（
Ｂ
級
以
上
15
人
）　

②
中
級

（
Ｃ
級
15
人
）　

③
基
本
（
小
学
生
以
上
40

人
）　

■費
①
②
４
、０
０
０
円　

③
一
般
…

４
、０
０
０
円　

小
学
生
…
３
、２
０
０
円　

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｗ
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ス
タ

■日
12
月
12
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■定
60
人

■内
自
然
素
材
を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
作
り　

■費

保
険
料
20
円
、
材
料
費　

■場
・
■申
金
峰
少
年

自
然
の
家
☎
24
‐
２
４
０
０　

■他
HP

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

参
加
者
募
集

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
Ⅲ　

■日
11
月
９
日
・

16
日
・
30
日
、
12
月
７
日
・
14
日
・
21
日
の

月
曜
日
午
前
10
時　

■費
３
、
０
０
０
円　

■他

ラ
ケ
ッ
ト
貸
出
し
あ
り

▼
親
子
ト
ラ
ン
ポ
ビ
ク
ス
教
室
第
3
弾
（
全

５
回
）　

■日
11
月
15
日
・
22
日
、
12
月
６
日

・
13
日
・
20
日
の
日
曜
日
午

前
11
時　

■対
年
中
〜
小
学
生

と
そ
の
保
護
者　

■費
１
組
３
、

０
０
０
円　

■持
上
履
き　

▼
共
通　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館　

■申
同

ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

か
ら
だ
館
・
庄
内
こ
こ
ろ
塾
共
催
セ
ミ
ナ
ー　

「
こ
こ
ろ
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気
づ
い
て
い
ま
す
か
？
」

■日
・
■内
11
月
21
日
○土
午
後
１
時
30
分
…
講
演

（
■師
舘
野
弘
樹
氏
〈
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院

修
士
生
〉）、
ワ
ー
ク　

29
日
○日
午
前
10
時
…

講
演
（
■師
杉
山
雅
宏
氏
〈
埼
玉
学
園
大
学
教

授
〉）、
ワ
ー
ク　

12
月
13
日
○日
午
後
１
時
30

分
…
体
験
談
、
ワ
ー
ク
、
模
擬
カ
ウ
ン
セ
リ

講
演
と
朗
読
「
詩
人
・
茨
木
の

り
子
と
石
垣
り
ん
に
つ
い
て
」　

■日
11
月
21
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
中
央
公

民
館　

■内
講
演
（
渡
辺
善
雄
氏
、
万
里
小
路

譲
氏
）、
朗
読
６
編
、
て
い
談　

■申「
茨
木

の
り
子
六
月
の
会
」
事
務
局

念
珠
関
辨
天
太
鼓
創
成
会　

30
周
年
記
念
公
演

■日
11
月
22
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
温
海
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

■定
３
０
０
人　

■費
大
人

…
５
０
０
円　

高
校
生
以
下
…
無
料

発
掘
！
ち
ょ
っ
と
昔
の
16
ミ
リ
映
画
会 

〜
お
と
な
の
た
め
の
名
画
館
〜

■日
11
月
24
日
○火
午
後
２
時
30
分　

■定
先
着
30

人　

■内
切
り
絵
ア
ニ
メ
『
モ
チ
モ
チ
の
木
』、

ド
ラ
マ
『
Ｎ
Ｏ
！
と
言
う
の
も
親
の
愛
』

■場
・
■申
11
月
５
日
○木
〜
19
日
○木
に
中
央
公
民

館
☎
25
‐
１
０
５
０
へ

つ
る
お
か
文
化
部
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ　
　

「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
研
究
者
の
ま
な
ざ
し
」

■日
11
月
24
日
○火
午
後
５
時　

■場
荘
銀
タ
ク
ト

鶴
岡　

■対
庄
内
地
域
在
住
の
方
先
着
50
人

■内
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

■
出
演

太
下
義
之
氏
（
同
志
社
大
学
教
授
）、
上
野

由
部
氏
（
王
祇
会
館
館
長
）、
平
智
氏
（
山

大
農
学
部
教
授
）、
高
谷
時
彦
氏
（
元
公
益

大
特
任
教
授
）、
黒
澤
由
希
氏
（
鶴
岡
ア
ー

ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
講
師
）　

■申
社
会
教
育
課（
櫛

引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
７

犯
罪
被
害
者
支
援 

県
民
の
つ
ど
い
２
０
２
０

■日
11
月
25
日
○水
午
後
１
時
30
分　

■場
山
形
ビ

ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
（
山
形
市
）　

■内
犯
罪
被
害

者
支
援
に
関
す
る
講
演
等　

■問
山
形
県
消
費

生
活
・
地
域
安
全
課
☎
０
２
３
‐
６
４
２
‐

３
５
７
１

産
業
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

■日
11
月
27
日
○金
午
後
６
時
30
分　

■場
鶴
岡
メ

タ
ボ
ロ
ー
ム
キ
ャ
ン
パ
ス　

■定
30
人　

■内「
ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
社
会
を
目
指
し
て
‐
研
究

開
発
と
課
題
‐
」
中
岩
勝
氏
（
産
業
技
術
総

合
研
究
所
福
島
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

所
所
長
）　

■申
鶴
岡
高
専
☎
25
‐
９
４
５
３

鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会
加
盟
団

体
の
公
演

▼
鶴
岡
土
曜
会
混
声
合
唱
団
定
期
演
奏
会

■日
11
月
28
日
○土
午
後
７
時　

■場
荘
銀
タ
ク
ト

鶴
岡　

■費
５
０
０
円　

■問
同
協
会
事
務
局
☎

57
‐
２
０
０
８

鶴
岡
市
民
俗
芸
能
交
流
発
表
会

■日
12
月
６
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
銀
タ

ク
ト
鶴
岡　

■
出
演　

山
五
十
川
古
典
芸
能

保
存
会
（
山
戸
能
）、
越
中
山
神
楽
保
存
会
、

大
山
い
ざ
や
巻
保
存
会
、
加
茂
泊
町
大
黒
舞

保
存
会
、
山
王
日
枝
神
社
獅
子
舞
社
中　

■問

社
会
教
育
課
☎
57
‐
４
８
６
８　

■他
市
HP

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
絵
て
が
み　

■日
11
月
４
日
・
11
日
・
18
日
、

12
月
２
日
・
16
日
・
23
日
の
水
曜
日
午
前
10
時　

▼
健
康
相
談　

■日
11
月
５
日
・
12
日
・
19
日
・

26
日
、
12
月
３
日
の
木
曜
日
午
後
１
時
30
分

▼
編
物
教
室　

■日
11
月
９
日
・
30
日
、
12
月

14
日
・
21
日
の
月
曜
日
午
後
１
時
30
分　

▼
趣
味
の
会　

■日
11
月
11
日
・
25
日
、
12
月

９
日
・
23
日
の
水
曜
日
午
後
１
時

▼
共
通　

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６自

然
学
習
交
流
館「
ほ
と
り
あ
」

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
都
沢
湿
地
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
〜
ど
ろ
っ
ぱ
か
ら
の
手
紙
！
第
６
弾

〜
」　

■日
11
月
の
毎
週
土
曜
・
日
曜
日
、
祝

日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
ほ
と
り
あ
ぬ
り
絵
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
０

受
賞
作
品
展
示　

■日
11
月
３
日
○火
か
ら

▼
里
地
里
山
学
講
座
「
月
山
佛
生
池
小
屋
の

主
人
と
四
十
路
の
ハ
イ
ジ
に
よ
る
、
月
の
お

山
の
よ
も
や
ま
話
」　

■日
11
月
８
日
○日
午
後

１
時
30
分　

■定
30
人　

■師
工
藤
純
平
氏
・
風

間
重
美
氏
（
月
山
佛
生
池
小
屋
）　

■費
寄
附

制　

■申
11
月
６
日
○金
ま
で

▼
学
習
会
「
地
域
に
お
け
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
」　

■日
11
月
20
日
○金
午
後
６
時
30
分　

■定

30
人　

■師
永
幡
嘉
之
氏
（
自
然
写
真
家
）、

菊
池
俊
一
氏
（
山
大
農
学
部
准
教
授
）
ほ
か

■費
寄
附
制　

■申
11
月
18
日
○水
ま
で

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
焼
き
マ
シ
ュ
マ
ロ
づ

る
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
先
着
８
組　

■内
マ

イ
ン
ド
ス
ト
ー
ム
Ｅ
Ｖ
３
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ　

■場
・
■申
11
月
16
日
○月
〜
12
月
14
日
○月
に

同
館
☎
24
‐
４
６
０
８
へ

施
設
の
催
し

致
道
博
物
館

▼「
砂
の
会
」
作
品
展　

■日
10
月
31
日
○土
〜

11
月
５
日
○木
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

■内
砂
絵
の
絵
画
、
工
芸
品

▼「
日
本
名
刀
展
シ
リ
ー
ズ　

幕
末
の
刀
工

藤
原
清
人
」　

■日
10
月
31
日
○土
〜
11
月
29
日

○日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分　

■内
湯
温
海

出
身
幕
末
の
名
工
・
清
人
と
そ
の
師
匠
・
清
麿

の
刀
剣　

▽
は
じ
め
て
の
刀
剣
講
座　

■日
11

月
８
日
○日
・
22
日
○日
午
後
２
時　

■師
矢
口
秀

春
氏
（
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
庄
内
支
部

理
事
）　

■費
５
０
０
円　

▽
刀
匠
・
上
林
恒
平

氏
の
制
作
実
演　

■日
11
月
15
日
○日
・
29
日
○日

▼
土
曜
講
座
「
南
東
北
の
民
俗
宗
教
‐
福
島

県
浜
下
り
の
習
俗
‐
」　

■日
11
月
14
日
○土
午

後
２
時　

■定
先
着
30
人
（
要
申
込
み
）　

■師

岩
崎
真
幸
氏
（
み
ち
の
く
民
俗
文
化
研
究
所

代
表
）　

▼
寒
蘭
展　

■日
11
月
23
日
○月
〜
29
日
○日
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
30
分

▼
共
通　

■
入
館
料　

大
人
…
８
０
０
円

高
校
生
・
大
学
生
…
４
０
０
円　

小
・
中
学

生
…
３
０
０
円　

■場
・
■問
同
館
☎
22
‐
１
１

９
９　

■他
11
月
30
日
ま
で
文
化
芸
術
の
秋
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
る
割
引
特
典
あ
り

１
９
０
０
へ　

大
山
児
童
館 　
　
　
　
　

化
石
の
レ
プ
リ
カ
作
り　

■日
11
月
21
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■対
市
内
在

住
の
小
学
生
12
人　

■費
３
０
０
円　

■場
・
■申

11
月
２
日
○月
か
ら
同
館
☎
38
‐
０
２
６
０
へ

小
学
生
の
た
め
の
図
書
館
講
座　
　
　

冬
の
虫
さ
が
し
㏌
庄
内

■日
11
月
21
日
○土
午
後
４
時　

■師
高
嶋
清
明
氏

（
昆
虫
写
真
家
）　

■場
・
■申
11
月
４
日
○水
か
ら

図
書
館
本
館
☎
25
‐
２
５
２
５
へ

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　
　
　

12
月
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ

■日
12
月
５
日
○土
午
前
10
時
・
10
時
40
分
・
11

時
20
分　

■対
幼
児
〜
小
学
校
低
学
年
と
そ
の

保
護
者
各
回
15
組　

■内
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ー
ナ

ー　

■費
１
０
０
円　

■場
・
■申
11
月
21
日
○土
〜

12
月
４
日
○金
に
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０
へ

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 

転
入
者
の
た
め
の
子
育
て
案
内
講
座

■日
12
月
10
日
○木
午
前
10
時　

■場
第
三
学
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■対
未
就
学
児
が
い

る
転
入
家
庭
の
親
子
先
着
５
組　

■申
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25

‐
２
７
４
１

中
央
児
童
館 

ひ
ろ
っ
ぴ
あ           　
　

親
子
で
ロ
ボ
ッ
ト
体
験【
基
礎
編
】　

■日
12
月
20
日
○日
午
後
２
時
30
分　

■対
昨
年
度

ま
た
は
今
年
度
「
入
門
編
」
に
参
加
し
て
い

■申
11
月
29
日
○日
午
後
２
時
〜
４
時
に
直
接
朝

暘
武
道
館
へ　

■問
庄
内
ス
ケ
ー
ト
協
会

■他
別
途
入
会
金
（
各
コ
ー
ス
３
、０
０
０
円
）

と
貸
靴
料
が
必
要

く
し
び
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　
　
　

く
し
び
き
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
交
流
大
会

■日
12
月
９
日
○水
午
後
１
時　

■費
３
０
０
円

■場
・
■申
11
月
20
日
○金
ま
で
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
内
同
ク
ラ
ブ
☎
57
‐
４
３
１
１
へ

子
育
て
・
子
供
向
け

ま
ん
ま
ル
ー
ム
子
育
て
講
座

「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

■日
11
月
12
日
○木
、
12
月
８
日
○火
午
前
10
時
30

分　

■対
２
か
月
〜
７
か
月
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ

の
保
護
者
各
日
15
組　

■師
上
野
和
佳
氏
（
チ

ャ
イ
ル
ド
ヨ
ガ
プ
レ
イ
ス
ク
ー
ル
天
使
の
輪

「
は
れ
ぐ
み
」）　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■場
・
■申

11
月
２
日
○月
か
ら
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３

５
へ南

部
児
童
館 

み
な
っ
く
る　
　
　

 

▼
み
な
っ
く
る
で
あ
そ
ぼ
う
！　

■日
11
月
20

日
○金
午
前
10
時　

■内
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン　

■師
平
松
弘
子
氏　

▼
パ
パ
ポ
ピ
ン
ズ　

■日
11
月
23
日
○月
午
前
10

時　

■内
段
ボ
ー
ル
工
作

▼
共
通　

■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
先
着
10

組　

■場
・
■申
11
月
１
日
○日
か
ら
同
館
☎
64
‐

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
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市
民
サ
ロ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
今
こ
そ
考
え
よ
う
‐
健
康
づ
く
り
‐
」

■日
11
月
９
日
○月
午
後
６
時　

■場
庄
内
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー　

■定
30
人　

■内「
か
ら
だ
館
の

活
動
か
ら
見
え
て
き
た
健
や
か
で
幸
せ
な
生

き
方
」
齊
藤
彩
氏
（
慶
大
先
端
生
命
研
か
ら

だ
館
）、「
免
疫
力
と
食
事
＆
代
謝
の
関
係
性

〜
血
流
を
上
げ
て
健
康
維
持
！
〜
」
松
橋
将

太
氏
（
鶴
岡
高
専
創
造
工
学
科
助
教
）　

■申

同
セ
ン
タ
ー
内
「
鶴
岡
高
専
技
術
振
興
会
」

☎
23
‐
２
２
０
０

食
と
農
の
ビ
ジ
ネ
ス
塾 

一
般
公
開
講
座

▼
農
村
自
給
圏
‐
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー

ル
‐
を
目
指
し
て　

■日
11
月
12
日
○木
午
後
１

時
30
分　

■場
庄
内
町
余
目
第
三
公
民
館　

■師

浦
川
修
司
氏
（
山
大
農
学
部
教
授
）、
中
坪

あ
ゆ
み
氏
（
同
学
部
助
教
）

▼
庄
内
の
在
来
作
物　

■日
11
月
26
日
○木
午
後

１
時
30
分　

■場
三
川
町
公
民
館　

■師
江
頭
宏

昌
氏
（
山
大
農
学
部
教
授
）

▼
共
通　

■定
先
着
30
人　

■申
山
大
農
学
部
内

「
地
域
定
住
農
業
者
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」

事
務
局
☎
０
７
０
‐
２
０
１
１
‐
５
６
１
５

箏
で「
さ
く
ら
さ
く
ら
」が
弾
け
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
基
礎
講
座 

日
本
の
楽
器
体
験
教
室〈
箏
親
子
体
験
教
室
〉

■日
11
月
14
日
○土
・
28
日
○土
午
後
１
時
〜
９
時

（
１
組
１
回
50
分
程
度
）　

■場
市
内
公
共
施
設　

■対
小
学
生
以
上
の
親
子
先
着
５
組
（
子
供
の

み
の
参
加
可
）　

■申
山
形
箏
曲
彩
音
会

出
羽
庄
内
国
際
村　
　
　
　
　
　
　
　

世
界
を
読
み
解
く
ゼ
ミ
Ⅱ（
全
５
回
）

■日
11
月
14
日
、
12
月
５
日
・
19
日
、
来
年
１

月
９
日
、
２
月
20
日
の
土
曜
日
午
後
７
時

■師
渡
部
直
人
氏　

■費
大
人
…
２
、
０
０
０
円

（
１
回
５
０
０
円
）　

学
生
…
無
料　

■場
・
■申

同
館
☎
25
‐
３
６
０
０

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

担
い
手
養
成
研
修
会

▼
講
義
（
全
３
回
）　

■日
11
月
17
日
○火
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
２
時
40
分
、
18
日
○水
午
後

１
時
30
分
、
12
月
18
日
○金
午
後
１
時　

■場
に

こ
♥

ふ
る　
　

▼
通
い
の
場
見
学
会　

■日
11
月
24
日
○火
〜
12

月
14
日
○月
の
う
ち
１
日
（
2
時
間
）　

■場
市

内
の
通
い
の
場

▼
共
通　

■対
地
域
で
自
分
の
力
を
生
か
し
た

い
、
地
域
貢
献
し
た
い
シ
ニ
ア
世
代
50
人

■持
昼
食
（
11
月
17
日
の
み
）、
印
鑑
等　

■申

11
月
10
日
○火
ま
で
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

室
☎
内
線
７
０
５
へ　

■他
修
了
後
、
報
酬
を

得
な
が
ら
訪
問
介
護
や
通
い
の
場
等
、
総
合

事
業
の
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
可
（
鶴
岡
市
認
知

症
見
守
り
支
援
員
の
資
格
も
同
時
取
得
）

消
費
者
力
ア
ッ
プ
講
座

■日
11
月
19
日
○木
午
後
１
時　

■場
中
央
公
民
館　

■対
県
内
在
住
の
方
先
着
30
人　

■内
消
費
ト
ラ

ブ
ル
の
解
説
、
落
語
で
学
ぼ
う
悪
質
商
法

■申
山
形
県
消
費
生
活
・
地
域
安
全
課
☎
０
２

３
‐
６
３
０
‐
３
１
０
１　

■他
HP

作
る　

■費
大
人
…
５
０
０
円　

小
・
中
学
生

…
２
０
０
円　

幼
児
…
無
料　

■申
11
月
15
日

○日
ま
で

▼「
ぶ
ら
っ
と
」観
察
会　

■日
11
月
23
日
○月
午

前
９
時
（
大
山
公
園
駐
車
場
集
合
）　

■定
先

着
20
人　

■内
冬
の
到
来
を
告
げ
る
野
鳥
や
自

然
の
変
化
を
楽
し
む　

■費
大
人
…
２
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
無
料　

■持
携
帯
食
、
双
眼
鏡

（
貸
出
し
あ
り
）
等　

■申
11
月
20
日
○金
ま
で

▼
新
そ
ば
を
楽
し
も
う　

■日
11
月
29
日
○日
午

前
11
時　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
15
人

■内
新
そ
ば
を
打
っ
て
食
べ
る　

■費
大
人
…
１
、

０
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
５
０
０
円　

幼

児
…
無
料　

■申
11
月
24
日
○火
ま
で

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

講
座
・
講
習
会

ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や 

11
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
飾
り
巻
き
寿
司
料
理
教
室　

■日
11
月
７
日

○土
午
前
10
時　

■費
２
、
０
０
０
円

▼
プ
ロ
も
習
う
花
蔵
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
教
室
（
お
月
見
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
）　

■日
11
月
８
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■費
２
、
５

０
０
円

▼
日
本
料
理
わ
た
な
べ　

美
味
し
い
日
本
料

理
教
室　

■日
11
月
14
日
○土
午
前
10
時　

■費
３
、

０
０
０
円

▼
新
米
で
五
平
餅
づ
く
り　

■日
11
月
21
日
○土

午
前
10
時
30
分　

■費
１
、
２
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
11
月
１
日
○日
か
ら
同
市
場

☎
64
‐
３
０
９
３
へ

く
り
と
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」　

■日
11
月
28

日
○土
、
12
月
５
日
○土
午
前
10
時
30
分
、
午
後

１
時

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
松
ぼ
っ
く
り
で
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
つ
く
ろ
う
」　

■日
12
月
５

日
○土
午
前
10
時
30
分
、
午
後
１
時　

■費
１
個

１
０
０
円

▼
マ
コ
モ
で
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り

■日
12
月
５
日
○土
午
前
10
時
30
分
、
午
後
１
時　

■費
５
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

創
造
の
森
交
流
館

▼
焚
き
火
台
作
り　

■日
11
月
７
日
○土
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
３
時　

■定
先
着
10
人　

■内
折

り
畳
み
で
き
る
ミ
ニ
た
き
火
台
の
製
作
。
火

が
燃
え
る
原
理
、
や
け
ど
の
手
当
て
等
の
学

習　

■費
８
０
０
円　

■持
昼
食
、
革
手
袋
等

▼
新
蕎
麦
を
楽
し
む
会　

■日
11
月
14
日
○土
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時　

■内
地
元
産
そ
ば

粉
で
そ
ば
を
打
っ
て
食
べ
る　

■費
６
０
０
円　

■持
エ
プ
ロ
ン
等

▼
ム
サ
サ
ビ
と
カ
ワ
ウ
ソ
の
観
察
報
告　

■日

11
月
22
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■定
先
着
25
人

■内
野
生
動
物
の
観
察
を
続
け
て
き
た
熊
谷
さ

と
し
氏
が
動
物
の
本
当
の
姿
を
話
す

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
野
草
紙
を
作
っ
て
み
よ
う　

■日
11
月
22
日

○日
午
前
10
時　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
10

人　

■内
野
草
か
ら
取
っ
た
繊
維
で
野
草
紙
を

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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中
央
公
民
館　
　
　
　
　
　

短
期
青
年
講
座

▼
セ
ル
フ
リ
ン
パ
ド
レ
ナ
ー
ジ
ュ
で
免
疫
力

Ｕ
Ｐ
!!
（
全
３
回
）　

■日
11
月
20
日
○金
・
27

日
○金
、
12
月
４
日
○金
午
後
７
時　

■定
先
着
18

人　

■師
陽
月
ユ
ミ
氏
（
サ
ロ
ン
ド
ロ
ー
サ
代

表
）　

■費
２
、
０
０
０
円

▼
カ
ラ
ダ
に
う
れ
し
い
！
腸
活
＆
快
眠　

■日

11
月
26
日
○木
午
後
６
時
30
分　

■定
先
着
18
人　

■師
高
橋
英
子
氏
（
庄
内
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
）　

■費
５
０
０
円

▼
暮
ら
し
に
役
立
つ
ペ
ン
字
講
座（
全
３
回
）　

■日
11
月
28
日
○土
、
12
月
５
日
○土
・
12
日
○土
午

後
１
時
30
分　

■定
先
着
16
人　

■師
前
森
由
紀

氏
（
書
道
教
育
セ
ン
タ
ー
教
師
）　

■費
４
、

５
０
０
円

▼
共
通　

■対
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
18
歳
〜
40
歳
台
の
方　

■場
・
■申
11
月
５

日
○木
〜
16
日
○月
に
同
館
☎
25
‐
１
０
５
０
へ

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー 

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
対
策
セ
ミ
ナ
ー　

■日

11
月
25
日
○水
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分　

■費
６
、
０
０
０
円

▼
５
Ｓ
推
進
研
修　

■日
11
月
26
日
○木
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分　

■費
６
、
０
０
０

円▼
Ｏ
Ｊ
Ｔ
指
導
者
研
修　

■日
12
月
４
日
○金
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
50
分　

■費
６
、
０
０
０

円▼
品
質
管
理
基
礎
講
座　

■日
12
月
９
日
○水
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分　

■費
４
、
５

０
０
円

▼
も
の
づ
く
り
の
タ
イ
ム
管
理　

■日
12
月
11

日
○金
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分　

■費

６
、
０
０
０
円　

▼
共
通　

■定
20
人　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎

23
‐
２
２
０
０　

■他
HP

中
央
公
民
館
登
録
サ
ー
ク
ル
共
催
講
座

手
作
り
木
版
画
で
年
賀
状
を
作
ろ
う
よ
！　
　

■日
11
月
25
日
○水
〜
27
日
○金
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
30
分　

■対
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
方
先
着
10
人　

■師
庄
内
木
版
画
会

■費
７
０
０
円　

■場
・
■申
11
月
５
日
○木
〜
16
日

○月
に
同
館
☎
25
‐
１
０
５
０
へ

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
講
座

▼
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

づ
く
り
（
全
２
回
）　

■日
11
月
26
日
○木
、
12

月
３
日
○木
午
後
６
時
30
分　

■対
高
校
生
以
上

先
着
12
人　

■内
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
で
壁
や
窓

辺
に
飾
れ
る
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
制
作

■師
布
川
美
與
子
氏
（
遊
工
房
主
宰
）　

■費
２
、

５
０
０
円　

■申
11
月
４
日
○水
〜
19
日
○木

▼
新
聞
で
エ
コ
バ
ッ
グ
づ
く
り　

■日
12
月
15

日
○火
午
後
２
時　

■定
先
着
12
人　

■申
11
月
４

日
○水
〜
12
月
８
日
○火　

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

せ
か
い
の
台
所 

韓
国
料
理　
　

〜
優
さ
ん
の
台
所
〜

■日
11
月
29
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

■定

10
人　

■師
長
南
優
氏
（
韓
国
出
身
）　

■費
１
、

５
０
０
円　

■場
・
■申
11
月
７
日
○土
か
ら
出
羽

庄
内
国
際
村
☎
25
‐
３
６
０
０
へ

中
央
公
民
館 

女
性
セ
ン
タ
ー
の
講
座

▼
短
期
講
座
「
し
め
縄
を
使
っ
た
お
正
月
飾

り
」　

■日
12
月
９
日
○水
午
前
10
時　

■定
先
着

15
人　

■師
五
十
嵐
綾
氏
（
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
Ｓ

オ
ー
ナ
ー
）　

■費
２
、
５
５
０
円

▼
男
性
料
理
教
室
第
３
弾
「
プ
ロ
に
学
ぶ
う

ち
ご
は
ん
〜
和
食
」　

■日
12
月
17
日
○木
午
前

10
時
〜
午
後
１
時　

■対
男
性
先
着
15
人　

■師

土
田
常
雄
氏
（
日
本
料
理
専
門
調
理
師
）　

▼
共
通　

■対
市
内
、三
川
町
、庄
内
町
に
在
住

ま
た
は
勤
務
の
方　

■場
・
■申
11
月
５
日
○木
〜

25
日
○水
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ

甲
種
・
乙
種 

消
防
設
備
士
試
験

■日
来
年
１
月
16
日
○土　

■場
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ

ン
グ
、
庄
内
Ｊ
Ａ
ビ
ル（
酒
田
市
）　

■申
電
子

申
請
…
11
月
27
日
○金
〜
12
月
７
日
○月　

書
面

申
請
…
11
月
30
日
○月
〜
12
月
10
日
○木　

■問
消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部
☎
０
２

３
‐
６
３
１
‐
０
７
６
１　

■他
願
書
は
消
防

本
部
、消
防
署
及
び
消
防
各
分
署
に
設
置
。HP

募
集
・
相
談
・
そ
の
他

自
衛
官
等
採
用
試
験

▼
自
衛
官
候
補
生　

■日
12
月
13
日
○日　

■場
神

町
駐
屯
地
（
東
根
市
）　

■申
11
月
７
日
○土
〜

12
月
４
日
○金

▼
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒（
推
薦
）

■日
来
年
１
月
10
日
○日
・
11
日
○月
の
う
ち
指
定

日　

■場
同
校
（
神
奈
川
県
）　

■対
17
歳
未
満

の
男
子（
中
学
校
卒
業
者〈
見
込
み
を
含
む
〉）

■申
11
月
１
日
○日
〜
30
日
○月

▼
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒（
一
般
）　

■日
１
次
…
来
年
１
月
23
日
○土　

２
次
…
２
月

６
日
○土　

■場
１
次
…
鶴
岡
合
同
庁
舎　

２
次

…
神
町
駐
屯
地　

■対
17
歳
未
満
の
男
子
（
中

学
校
卒
業
者
〈
見
込
み
を
含
む
〉）　

■申
11
月

１
日
○日
〜
来
年
１
月
６
日
○水　

▼
共
通　

■問
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
鶴

岡
出
張
所
☎
22
‐
０
４
６
６

農
家
の
皆
さ
ん
へ　
　
　
　
　
　
　

収
入
保
険
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

　

収
入
保
険
は
、
全
て
の
農
産
物
が
対
象
に

な
り
、
自
然
災
害
に
加
え
、
市
場
価
格
の
低

下
や
病
気
、
け
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
も
含
め
た
収
入
減
少
を
補
償

す
る
農
業
保
険
で
す
。
令
和
３
年
産
の
補
償

に
向
け
た
加
入
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■申
継
続
の
方
は
11
月
末
ま
で
、
新
規
の
方
は

12
月
末
ま
で
山
形
県
農
業
共
済
組
合
（
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
山
形
）
庄
内
支
所
収
入
保
険
推
進
課

☎
０
２
３
４
‐
91
‐
１
５
５
３
へ

こ
こ
ろ
元
気
相
談
会

■日
11
月
11
日
○水
・
28
日
○土
、
12
月
９
日
○水
・

26
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
５
時　

■場
楽
家

■内
法
律
問
題
、
家
庭
問
題
、
職
場
の
人
間
関

係
、
心
の
悩
み
相
談
等　

■申
ぼ
ら
ん
た
す
☎

33
‐
８
７
３
０
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鶴
岡
市
あ
さ
ひ
エ
リ
ア
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ

レ
ン
ダ
ー
２
０
２
１
年
版  

予
約
受
付
中

　

タ
イ
ト
ル
は″
む
ら
じ
か
ん
〞。
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
の
応
募
作
品
を
使
用
し
た
カ
レ
ン
ダ

ー
で
す
（
８
ペ
ー
ジ
構
成
。
数
量
限
定
）。

各
ペ
ー
ジ
に
あ
る
２
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取

る
と
、
方
言
が
聞
け
る
動
画
を
見
ら
れ
ま
す
。

■費
１
、
０
０
０
円
（
別
途
送
料
）　

■申
あ
さ

ひ
む
ら
観
光
協
会
☎
53
‐
３
４
１
１

調
査
員
が
お
宅
を
訪
問 

家
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

■
実
施
地
区　

新
海
町
11
番
地
〜
13
番
地

■
調
査
期
間　

準
備
調
査
…
11
月　

本
調
査

…
来
年
１
月
か
ら
１
年
間　

■問
山
形
県
統
計

企
画
課
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２
１
８
７

２
０
２
１
年
版
や
ま
が
た
県

民
手
帳
を
販
売
し
て
い
ま
す

■内
山
形
県
の
概
要
や
統
計
資
料
、
生
活
資
料

や
レ
ジ
ャ
ー
に
役
立
つ
便
利
な
情
報
が
掲
載

さ
れ
た
手
帳
（
色
は
ネ
イ
ビ
ー
ブ
ル
ー
と
チ

ェ
リ
ー
ピ
ン
ク
〈
数
量
限
定
〉
の
２
種
類
）

■費
６
０
０
円　

■
取
扱
い　

市
役
所
本
所
地

下
売
店
、
各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
書
店
等　

■問
山
形
県

統
計
協
会
☎
０
２
３
‐
６
２
３
‐
３
１
３
１

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム 

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

館
内
設
備
点
検
の
た
め
、
11
月
10
日
○火
は

休
館
し
ま
す
。

■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

鶴
岡
税
務
署
の
お
知
ら
せ

▼
税
に
関
す
る
作
品
展
を
開
催
し
ま
す　

■日

①
11
月
９
日
○月
〜
15
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後

８
時
（
９
日
は
正
午
か
ら
）　

②
11
月
16
日

○月
〜
20
日
○金
午
前
10
時
〜
午
後
９
時
（
16
日

は
午
後
３
時
か
ら
、20
日
は
午
後
１
時
ま
で
）　

■場
①
エ
ス
モ
ー
ル　

②
イ
オ
ン
モ
ー
ル
三
川　

■内
税
を
題
材
と
し
た
中
学
生
及
び
高
校
生
の

作
文
、
小
学
生
の
絵
は
が
き
・
標
語
の
展
示

▼
お
忘
れ
な
く
！
所
得
税
予
定
納
税
（
第
２

期
分
）
の
納
期
限
は
11
月
30
日
○月
で
す　

税

務
署
か
ら
予
定
納
税
額
の
通
知
書
が
送
ら
れ

て
い
る
方
は
、
期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま

で
に
口
座
残
高
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。　

▼
納
税
証
明
書
の
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
を
ご
利

用
く
だ
さ
い　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
を
利
用
し
て
納
税
証
明
書
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
手
数
料
は
１
年
度
１
通
３

７
０
円
で
、
窓
口
申
請
よ
り
安
価
で
す
。

▼
税
務
署
で
の
面
接
に
よ
る
相
談
は
「
予
約

制
」
で
す　

相
談
を
希
望
の
方
は
電
話
等
で

予
約
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
共
通　

■問
同
署
☎
22
‐
１
４
０
１

ア
ワ
ビ
・
ナ
マ
コ
の
捕
獲
が

禁
止
に
な
り
ま
す

　

漁
業
法
が
改
正
さ
れ
、
令
和
2
年
12
月
1

日
か
ら
全
て
の
海
域
で
、
遊
漁
者
に
よ
る
ア

ワ
ビ
と
ナ
マ
コ
の
捕
獲
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

■問
庄
内
総
合
支
庁
水
産
振
興
課
☎
０
２
３
４

‐
24
‐
６
０
４
６

市
内
の
空
き
家
の
所
有
・
管
理
で
お
困
り
の
方
に 

空
き
家
の
無
料
相
談
会

■日
11
月
28
日
○土
午
前
10
時
〜
正
午　

■場
勤
労

者
会
館　

■問
本
所
都
市
計
画
課
☎
内
線
４
９

２
ま
た
は
つ
る
お
か
ラ
ン
ド
・
バ
ン
ク
☎
64

‐
１
５
６
７
へ　

■他
予
約
可

転
職
を
考
え
て
い
る
方
、
福
祉
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
方
等
へ

福
祉
の
し
ご
と
就
職
面
談
会

■日
12
月
８
日
○火
午
後
１
時
〜
３
時　

■場
庄
内

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー　

■内
市
内
・
三
川
町
の

福
祉
事
業
所
15
社
と
の
個
別
面
談
会
、
各
種

相
談
コ
ー
ナ
ー　

■問
山
形
県
福
祉
人
材
セ
ン

タ
ー
☎
０
２
３
‐
６
３
３
‐
７
７
３
９

一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
ま
し
ょ
う
！ 

ら
く
や
こ
ど
も
食
堂

■日
11
月
７
日
○土
、
12
月
５
日
○土
正
午
〜
午
後

２
時　

11
月
17
日
○火
、
12
月
15
日
○火
午
後
６

時
〜
８
時　

■場
楽
家　

■費
大
人
…
３
０
０
円　

高
校
生
以
下
…
２
０
０
円　

■申
各
日
４
日
前

ま
で
ぼ
ら
ん
た
す
☎
33
‐
８
７
３
０
へ

山
形
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー　

出
張
相
談
会

■日
11
月
18
日
、
12
月
９
日
、
来
年
1
月
13
日
、

2
月
10
日
、
3
月
10
日
の
水
曜
日
午
後
１
時

〜
４
時　

■場
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鶴
岡　

■内
求
職

者
の
生
活
、
住
ま
い
、
就
職
活
動
等
の
悩
み

相
談　

■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
０
０
‐
８
０

０
‐
７
８
６
７

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

多
重
債
務
無
料
法
律
相
談
会

■日
11
月
27
日
○金
午
後
１
時
〜
３
時　

■場
市
役

所
本
所　

■定
先
着
３
人　

■申
本
所
市
民
課
☎

内
線
１
５
８

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

勤
労
者
無
料
法
律
相
談
会

■日
11
月
27
日
○金
午
後
３
時
〜
７
時　

■対
市
内
、

三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
方
先
着
８
人　

■場
・
■申
11
月
26
日
○木
ま

で
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４

７
へ　

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■日11月29日○日午前９時30分、午後１
時　■場四季の森しらい自然館　■対小学
生以上各回先着８人　■内電動糸のこを
使った木工体験　■費1,000円　■申11月
24日○火まで鳥海山おもしろ自然塾推
進協議会事務局☎0234‐72‐2069
へ　■他小学生保護者同伴

●遊佐町 鳥海山おもしろ自然塾「電動糸のこ教室」

■日11月７日○土～来年３月28日○日（１
月１日○金は休館）　■時月曜・水曜・金
曜日…正午～午後９時　火曜・木曜日
…正午～午後７時　土曜・日曜日、祝
日、年末年始…午前10時～午後６時
■費大人530円、高校生330円、小・中
学生220円（土曜・日曜日は無料）、
未就学児無料、貸スケート靴330円、
貸ソリ20分200円、貸ヘルメット無料
■問スワンスケートリンク☎0234‐23‐
3437　■他11月７日○土・８日○日、来年
３月27日○土・28日○日は無料開放（貸
靴は有料）

スワンスケートリンク
がオープンします●酒田市
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仕事や趣味など、様々な分野で目標に向かって、生き生きと輝いている市民の皆さんを紹介します。

みんなが来やすい
　癒しや元気を与える場所へ 　石

いし は ら

原 和
わ か こ

香子 さん

　ＳＮＳに力を入れ始めたきっかけは、出産や七五
三、厄年等の人生の節目に神社で行う行事や儀式等
を、次の世代に伝えていきたいと思ったことです。
　今年はコロナの影響で帰省や外出を控える人が多
かったことから、インスタグラムで神社の仕事の様
子や季節の移り変わりを伝えるライブ配信を始めま
した。これまであまり神社に来る機会のなかった人
が興味を持ってくれて、訪れるきっかけになればい
いなと思いながら配信を続けています。
　近年は、新しく泣き相撲や七夕などのお祭りを行
事として開催していて、わざわざ遠方から帰省し参
加してくれる人もいます。お腹の中にいたときに安

産祈願をした子が泣き相撲に出るなど、人生の節目
に神社に来てくれるのがすごくうれしくて、やりが
いを感じる場面の一つです。私が帰郷してから始め
た行事も多く、継続していくことが大事だと思って
います。神社の職員全員で取り組み、長く引き継い
でいける恒例行事にできたらいいなと思います。
　今はコロナで先が見えない不安があるので、神社
を祈りの場として、癒しを与えられるようにしてい
きたいです。神社は地域の皆さんの理解と協力のお
かげで成り立っています。たくさんの人から気軽に
来てもらい、癒しを感じてもらいながら、庄内にと
って大切な場所にしていきたいと思っています。

　代々、荘内神社で宮司を務めている家系に生まれた石原
さんは、「自分に神職が務まるのか」との不安もありなが
らも、まずは神社等の勉強をしようと神道学科がある三重
県の大学に進学。大学の実習を通して様々な先輩神主の話
を聞くうちに、徐々に神社に仕えることへの憧れを抱くよ
うになります。大学卒業後に、東京の神社に２年間奉職し
た後、帰郷して荘内神社に勤め始めました。
　神社には、初詣や七五三などのとき以外は来ない印象が
あったという石原さん。「地域の人がもっと気軽に来て触
れ合える場所にしたい」「人生
の色んな節目に手を合わせたい
と思える場所にしたい」と、様
々な行事の企画・開催や、会員
制交流サイト（ＳＮＳ）を活用
した情報発信をしています。

荘内神社権禰宜

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線317

古
紙
類
の
処
分
方
法
は

　
古
紙
類
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
に
処
分
す
れ
ば
良
い
の

で
し
ょ
う
か
。

分
類
し
資
源
回
収
に
出

し
ま
し
ょ
う

　

古
紙
類
を
「
も
や
す
ご
み
」
と
し
て

出
し
て
し
ま
う
と
、
焼
却
さ
れ
、
資
源

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
自
治
会
や
子
供
会
等
、
地

域
住
民
で
組
織
す
る
団
体
が
行
う
集
団

資
源
回
収
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
リ
サ

イ
ク
ル
を
進
め
る
た
め
に
、
古
紙
類
は

正
し
く
分
類
し
、
資
源
回
収
に
出
し
ま

し
ょ
う
。

■
資
源
回
収
に
出
せ
る
資
源
ご
み

▼
古
紙
類

▽
新
聞
、
チ
ラ
シ
　

▽
飲
料
用
パ
ッ
ク
（
水
で
洗
い
、
乾
燥

さ
せ
て
束
に
し
て
く
だ
さ
い
）　

▽
段
ボ
ー
ル
　

▽
雑
誌

　

▽
雑
が
み
…
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
・

お
菓
子
・
食
品
の
箱
、
厚
紙
（
衣
類
の

台
紙
な
ど
）、
広
報
紙
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

QＡ
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包
装
紙
、
ラ
ッ
プ
・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
の
芯
、
ポ
ス
タ
ー
、
カ
レ
ン
ダ
ー
、

紙
袋
、
封
筒
、
コ
ピ
ー
用
紙
な
ど

◆
特
に
雑
が
み
の
回
収
を

　

何
気
な
く
「
も
や
す
ご
み
」
と
し
て

捨
て
て
し
ま
い
が
ち
な
雑
が
み
で
す
が
、

紙
袋
に
た
め
て
お
く
な
ど
し
て
、
資
源

回
収
に
出
し
ま
し
ょ
う
（
紙
袋
ご
と
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
）。

　　

古
紙
類
を
出
す
際
は
、
シ
ー
ル
・
粘

着
テ
ー
プ
・
ビ
ニ
ー
ル
・
金
属
類
等
を

取
り
除
き
、
種
類

別
に
ひ
も
で
十
字

に
縛
っ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、

ガ
ム
テ
ー
プ
は
使

わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

　

食
品
・
汚
れ
・
匂
い
が
付
い
た
物
、

金
属
・
ナ
イ
ロ
ン
加
工
さ
れ
た
物
、
写

真
、
感
熱
紙
、
感
圧
紙
は
出
せ
ま
せ
ん
。

▼
金
属
類
…
空
き
缶
（
ス
チ
ー
ル
缶
、

ア
ル
ミ
缶
）
な
ど

▼
び
ん
類
…
一
升
瓶
、
ビ
ー
ル
瓶
な
ど

（
再
使
用
で
き
る
も
の
）

　

回
収
す
る
資
源
ご
み
の
品
目
や
方
法

は
、
実
施
す
る
団
体
や
業
者
で
違
い
が

あ
り
ま
す
の
で
、
地
域
の
集
団
資
源
回

収
実
施
団
体
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
直
接
持
ち
込
み
も
可
能
で
す

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
☎
22
‐
２
８
４

８
で
も
古
紙
類
の
回
収
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
廃
棄
物
対
策
課
〉

献血　11/4 ～ 12/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課☎内線361

月　日 受付時間 会　場
11．10○火   9：30～ 11：00 ＪＡ庄内たがわ羽黒支所

13○金 13：00 ～ 15：00 ㈱庄内ヨロズ
14○土 10：00～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ
〃 13：30 ～16：00 　　　   〃
26○木   9：00～ 11：00 鶴岡警察署
27○金   9：30～ 11：30 にこ♥ふる
〃 13：00 ～ 15：30 　  〃

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等）

鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00新型コロナウイルス感染症に関する相談
（ 生 活 支 援 ･ 経 営 支 援 等 ）
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215
教育相談（学校教育･就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐028‐234
〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 本所子育て推進課☎内線151
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

今月の各種相談窓口開設日　11/4 ～ 12/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 10日○火14：00～16：00・市役所本所
藤島庁舎総務企画課☎64‐5813 27日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター
羽黒庁舎総務企画課☎内線218 17日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎
櫛引庁舎総務企画課☎内線221 ４日○水、12月２日○水10：00～12：00・産直あぐり
朝日庁舎総務企画課☎内線303 17日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター
温海庁舎総務企画課☎内線313 26日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 19日○木14：00～16：00・市役所本所
休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 14日○土   9：30～16：00（要予約）・同事務所

献血　8/4 ～ 9/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課☎内線361

休日・平日夜間診療

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　     ② 13：00～15：00

■問健康課（にこ♥ふる）☎内線361

　　　 受診者・医療従事者への新型コロナウイルス感染予防
のため、おいでになる前に、必ず電話でご連絡ください！
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鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始を除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（令和２年9月30日現在）
　住民基本台帳人口合計：124,344人
　　 （男：59,480人、女：64,864人）
　世帯数：49,243世帯

→
メ
ー
ル
は

　
こ
ち
ら
か
ら

→
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　
こ
ち
ら
か
ら

　

開
山
か
ら
１
、４
０
０
年
以
上
の

歴
史
を
持
つ
出
羽
三
山
。
約
４
０
０

年
前
に
酒
井
家
が
庄
内
に
入
部
し
て

か
ら
、
大
き
な
変
化
を
遂
げ
ま
す
。

地
域
の
宝
と
し
て

　

羽
黒
山
の
杉
並
木
は
、
昭
和
30
年

に
国
の
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
21
年
に

は
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ

ド
・
ジ
ャ
ポ
ン
で
三
つ
星
を
獲
得
し
、

わ
ざ
わ
ざ
旅
行
す
る
価
値
が
あ
る
場

所
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
に
は
、「
自
然
と
信
仰

が
息
づ
く
『
生
ま
れ
か
わ
り
の
旅
』

〜
樹
齢
３
０
０
年
を
超
え
る
杉
並
木

に
つ
つ
ま
れ
た
２
、４
４
６
段
の
石

段
か
ら
始
ま
る
出
羽
三
山
〜
」
が
日

本
遺
産
と
し
て
認
定
さ
れ
、
構
成
文

化
財
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
、４
４
６
段
の
石
段
整
備
の
歴
史

　

羽
黒
山
随
神
門
か
ら
山
頂
の
三
神

合
祭
殿
に
至
る
１
・
７
㎞
の
石
段
と

参
道
の
両
側
に
立
ち
並
ぶ
杉
並
木
は
、

羽
黒
山
中
興
の
祖
「
天
宥
別
当
」
の

時
代
、
慶
安
元
年
（
１
６
４
８
）
か

■
問
合
せ　

本
所
政
策
企
画
課
☎
25
‐
２
１
１
１
内
線
５
２
５

■
監　

修　

出
羽
三
山
歴
史
博
物
館

■
出　

典　
『
羽
黒
町
史
』、『
羽
黒
山　

中
興
の
祖　

天
宥
さ
ん　
　
　

　
　
　
　
　

物
語
り
』、『
羽
黒
山
二
百
話
』、
出
羽
三
山
神
社
ホ

　
　
　
　
　

ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
す
。

　

ま
た
、
東
照
宮
は
正
保
２
年
（
１

６
４
５
）
に
庄
内
藩
主
酒
井
忠
勝
公

が
羽
黒
山
山
頂
に
建
立
。
今
も
な
お

徳
川
家
康
公
を
ま
つ
る
お
宮
と
し
て

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
出
羽
三
山
が
徳
川
幕
府
と

の
関
係
性
を
強
め
る
こ
と
で
、
お
山

の
地
位
を
高
め
よ
う
と
、
天
宥
別
当

が
徳
川
幕
府
や
忠
勝
公
へ
働
き
掛
け
、

実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
山
内
の
整
備
に
庄
内
藩

と
と
も
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
、
出

羽
三
山
繁
栄
の
大
き
な
力
と
な
り
、

現
代
の
日
本
遺
産
の
認
定
な
ど
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

酒
井
家
庄
内
入
部
４
０
０
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

歴
史
に
見
る
羽
黒
山
の
む
か
し
む
か
し

石
段
に
彫
ら
れ
た
絵

　

石
段
に
は
「
と
っ
く
り
」「
ひ
ょ

う
た
ん
」「
蓮れ

ん
げ華
」「
亀
」
な
ど
が
彫

ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
を
18
個
以
上
見

付
け
た
人
は
大
願
が
成
就
し
、
33
個

以
上
見
付
け
た
人
は
ど
ん
な
願
い
も

か
な
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
絵
は
、
天
宥
別
当
が
彫

っ
た
も
の
だ
と
伝
え
ら
れ
、
参
拝
者

が
安
全
に
登
り
、
思
い
を
遂
げ
ら
れ

る
よ
う
祈
り
を
込
め
て
彫
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

登
り
や
下
り
、
雨
が
降
っ
た
と
き

な
ど
、
場
所
や
状
況
に
よ
り
見
付
け

や
す
く
な
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
皆

さ
ん
ぜ
ひ
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

庄
内
藩
と
と
も
に
歩
ん
だ
羽
黒
山

　

羽
黒
山
に
は
、
多
く
の
酒
井
家
ゆ

か
り
の
建
造
物
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
三
神

合
祭
殿
と
東
照
宮
が
あ
り
ま
す
。

　

三
神
合
祭
殿
は
、
江
戸
時
代
に
2

度
の
火
災
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、

酒
井
家
か
ら
の
支
援
や
庄
内
一
円
か

ら
の
寄
進
に
よ
り
、
再
建
さ
れ
て
い

ら
本
格
的
に
整
備
さ
れ
、
完
成
に
13

年
の
歳
月
が
掛
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
は
お
山
を
繁
栄
さ
せ
る
た
め

に
、
第
48
代
宥
源
別
当
が
着
手
し
、

第
49
代
宥
俊
別
当
、
第
50
代
天
宥
別

当
に
受
け
継
が
れ
た
も
の
で
し
た
。

　

今
で
は
国
内
外
か
ら
訪
れ
た
、
多

く
の
人
が
石
段
を
登
る
姿
を
見
ら
れ

ま
す
が
、
整
備
さ
れ
る
前
は
、
雨
が

降
る
と
土
砂
等
が
流
れ
落
ち
て
く
る

た
め
、
登
る
の
が
大
変
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
今
か
ら
約
４
０
０
年
前
の
方

々
が
整
備
を
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、

今
、
安
心
し
て
登
れ
る
の
で
す
。

▲  参道の石段と杉並木

▲石段に彫られた「亀」

▲出羽三山神社・三神合祭殿
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